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読
書
中
に
読
め
な
い
漢
字
が
あ
っ
た

と
き
の
対
処
法
と
漢
字
力
と
の
関
係
を
、

漢
字
の
書
き
取
り
テ
ス
ト
で
調
査
し
た

と
こ
ろ
、「
辞
書
を
引
く
」
と
回
答
し

た
子
ど
も
の
正
答
率
が
６１
・
６
％
と
最

も
高
く
、「
ほ
う
っ
て
お
く
」
と
回
答

し
た
子
ど
も
の
正
答
率
５１
・
５
％
を
、

１０
ポ
イ
ン
ト
以
上
、
上
回
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。�

　
ま
た
、
上
図
に
関
連
し
て
、
学
年
が

上
が
る
に
つ
れ
て
「
ほ
う
っ
て
お
く
」

子
ど
も
の
割
合
は
増
え
、「
辞
書
を
引

く
」
子
ど
も
と
の
平
均
得
点
の
差
が
広

が
る
傾
向
が
あ
っ
た
。�
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５�

小
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全
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均�

「ほうっておく」子の正答率平均�

51.5%

「お父さんやお母さんに教えてもらう」子�
の正答率平均�

59.2%

「自分で辞書を引く」子の�
正答率平均�

61.6%
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または�

子
ど
も
の
辞
書
を
引
く
習
慣
と�

漢
字
テ
ス
ト
の
得
点
に
関
連
性
あ
り�

注目のデータ�

Benesse教育研究開発センター「小学生の漢字力に関する実態調査2007」より�

辞書を使う子どもほど漢字力が高い�
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漢字の書き取りテストの正答率（読めない字があったときの対処法別）�

Vo l .2

※該当項目を選択した子どもの漢字の正答率�

「自分で辞書を引く」子と�
「ほうっておく」子とでは�

正答率に�
１０ポイントの差�

辞書を引く子の�
正答率はどの学年�
でもトップ�

�
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特集�
新学習指導要領へのアプローチ�

第　2 　回�

２０１１年度から全面的に施行される新しい学習指導要領では、理数教育の充実が柱の一つと

なっている。中でも算数については、大幅な授業時数の増加に加え、「算数的活動」や「反復

（スパイラル）」による指導の充実などが打ち出されている。今後の算数の指導には何が求め

られているのか、研究者の知見や実践事例から考える。�
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２
０
０
８
年
３
月
に
告
示
さ
れ
た
新
し
い
学
習
指

導
要
領
で
は
、「
理
数
教
育
の
充
実
」
が
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
理
数
系
離

れ
の
傾
向
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年

は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
（
注
１
）
な
ど
、
国

際
的
な
学
力
調
査
の
結
果
か
ら
日
本
の
子
ど
も
た
ち

の
理
数
系
教
科
に
対
す
る
興
味
・
関
心
や
学
力
の
低

下
を
不
安
視
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
る
。�

　
科
学
技
術
立
国
を
目
指
す
日
本
の
社
会
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
大
き
な
問
題
と
い
え

る
。
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
理
数
教
育
の
充
実
を

打
ち
出
し
た
背
景
に
は
、
日
本
の
将
来
に
対
す
る
強

い
危
機
意
識
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。�

���

　
算
数
で
は
、
現
行
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行
時
に

削
減
さ
れ
た
多
く
の
単
元
が
「
復
活
」
し
、
６
年
間

の
授
業
時
数
が
計
１
４
２
時
間
増
え
る
（
図
１
）。

授
業
の
内
容
に
つ
い
て
も
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

特
に
「
算
数
的
活
動
」
の
重
要
性
を
強
調
し
た
こ
と

は
、
今
回
の
改
訂
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。�

　
下
記
に
示
し
た
「
小
学
校
『
算
数
科
』
改
訂
の
ポ

イ
ン
ト
」
に
よ
れ
ば
、「
算
数
的
活
動
」
と
は
、「
知

識
・
技
能
を
活
用
す
る
力
を
育
成
し
、
学
ぶ
こ
と
の

意
義
や
有
用
性
を
実
感
」
さ
せ
る
活
動
と
さ
れ
る
。

実
際
の
授
業
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
具
体
物
の
操

作
を
通
し
て
抽
象
的
な
概
念
を
理
解
さ
せ
た
り
、
生

活
体
験
と
算
数
の
学
習
内
容
の
つ
な
が
り
に
気
づ
か

理
数
教
育
の
充
実
を
打
ち
出
し
た�

新
し
い
学
習
指
導
要
領�

「
算
数
的
活
動
」
に
よ
っ
て�

学
ぶ
意
味
や
有
用
性
を
感
じ
さ
せ
る�

「
算
数
的
活
動
」を
軸
に
し
た�

活
用
・
探
究
型
の�

授
業
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る�

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
、大
幅
に
指
導
内
容
や
授
業
時
数
が
増
え
た
算
数
。�

改
訂
の
背
景
や
ね
ら
い
に
つ
い
て
、改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。�

課
題
整
理
�

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
�

・
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
確
実
な
定
着
の
た
め
、

発
達
や
学
年
の
段
階
に
応
じ
た
反
復
（
ス
パ
イ
ラ
ル
）
に
よ
る

指
導
を
充
実
（
複
数
学
年
に
わ
た
り
指
導
内
容
を
一
部
重
複

さ
せ
る
な
ど
）。�

・
国
際
的
な
通
用
性
、
内
容
の
系
統
性
の
確
保
や
小
・
中
学

校
の
学
習
の
円
滑
な
接
続
等
の
観
点
か
ら
、
必
要
な
指
導
内

容
を
充
実
（
図
形
【
合
同
、
対
称
な
ど
】
や
数
量
関
係
【
文

字
式
な
ど
】
に
関
す
る
指
導
の
充
実
な
ど
）。�

・
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
力
を
育
成
し
、
学
ぶ
こ
と
の
意
義

や
有
用
性
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
知

識
・
技
能
を
実
際
の
場
面
で
活
用
す
る
「
算
数
的
活
動
」
を

指
導
内
容
と
し
て
学
習
指
導
要
領
に
規
定
。�

�（
１
）
学
習
内
容
の
改
善
・
充
実
�

1
　
内
容
構
成
の
見
直
し
等
�

◎
「
数
と
計
算
」「
量
と
測
定
」「
図
形
」「
数
量
関
係
」
の

４
領
域
に
加
え
、
新
た
に
【
算
数
的
活
動
】
を
指
導
内
容
と

し
て
規
定
�

◎
複
数
学
年
に
わ
た
り
指
導
内
容
を
一
部
重
複
さ
せ
る
な
ど

に
よ
り
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
確
実
に
定
着

（
例
…
第
１
学
年
で
簡
単
な
２
位
数
の
加
減
を
導
入
的
に
扱

い
、
第
２
学
年
で
２
位
数
の
加
減
を
本
格
的
に
指
導
。
第
４

学
年
で
整
数
の
計
算
の
定
着
と
活
用
を
指
導
）�

2
　
　

第
1
学
年
及
び
第
2
学
年
�

◎
１
年
　
絵
や
図
を
用
い
た
数
量
の
表
現
、
量
の
大
き
さ
（
面

積
、
体
積
な
ど
）
の
比
較
�

◎
２
年
　
簡
単
な
２
位
数
の
乗
法
（
１
位
数
×
２
位
数
）、
簡

単
な
分
数
（
１
／
２
な
ど
）�

3
　
　

第
3
学
年
及
び
第
4
学
年
�

◎
３
年
　
３
位
数
×
２
位
数
の
乗
法
、
小
数
や
分
数
の
意
味

と
表
し
方
及
び
加
・
減
な
ど
�

文
部
科
学
省
「
幼
稚
園
教
育
要
領
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
�

及
び
中
学
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
案
等
の
ポ
イ
ン
ト
」
�

「
各
教
科
等
の
改
訂
案
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
要
約
�

小
学
校
「
算
数
科
」
改
訂
の
�

ポ
イ
ン
ト
�

注１　PISA…OECD（経済協力開発機構）「生徒の学力到達度調査」�
TIMSS…IEA（国際教育到達度評価学会）「国際数学・理科教育動向調査」�
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せ
た
り
す
る
授
業
が
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
授
業
時
数
・

内
容
増
に
よ
っ
て
「
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技

能
の
習
得
」
を
確
実
に
図
り
な
が
ら
、「
算
数
的
活

動
」
に
よ
っ
て
、「
思
考
力
」「
表
現
力
」「
判
断
力
」

を
養
う
授
業
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
。�

���

　
現
状
の
小
学
校
の
指
導
状
況
に
は
課
題
も
あ
る
。

図
２
は
０７
年
度
に
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
「
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
調
査
結
果
か
ら
の
抜
粋

で
あ
る
。
算
数
の
指
導
に
関
し
て
、
家
庭
学
習
の
課

題
を
出
し
た
り
、
計
算
問
題
の
反
復
学
習
を
取
り
入

れ
た
り
す
る
教
師
が
多
い
一
方
、
発
展
的
な
学
習
や
、

生
活
に
お
け
る
事
象
と
の
関
連
を
図
る
授
業
を
よ
く

行
う
教
師
は
少
数
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
新
し
い

学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
授
業
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換

は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
の
よ
う
だ
。�

　
０９
年
度
に
始
ま
る
移
行
措
置
を
見
据
え
、
今
後
ど

の
よ
う
に
授
業
づ
く
り
を
進
め
れ
ば
よ
い
の
か
。
算

数
教
育
に
詳
し
い
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
の
加

藤
明
教
授
に
次
ペ
ー
ジ
か
ら
話
を
う
か
が
っ
て
い
く
。�

＊（　）内は週あたりのコマ数�

25020015010050

0 20 40 60 80 100（％）�

0
時間�

現行�

移行後� 6年間の�
総計で�
142時間�
増加�

■よく行った　■どちらかといえば行った　■あまり行っていない�
■全く行っていない　■その他、無回答�

特集�

第　回�

新学習指導要領へのアプローチ�

発
展
的
な
学
習
や
実
生
活
と
の�

関
係
に
気
づ
か
せ
る
指
導
は
こ
れ
か
ら�

算数の授業時数の変化�図１�

算数の学習指導について�図２�

◎
４
年
　
整
数
の
計
算
の
定
着
と
活
用
、
同
分
母
分
数
の
加
・

減
な
ど
�

4
　
　

第
5
学
年
及
び
第
6
学
年
�

◎
５
年
　
素
数
、
台
形
の
面
積
、
異
分
母
分
数
の
加
・
減
、

図
形
の
合
同
な
ど
�

◎
６
年
　
小
数
や
分
数
の
計
算
の
定
着
と
活
用
、
角
柱
や
円

柱
の
体
積
、
拡
大
図
と
縮
図
、
対
称
な
図
形
（
線
対
称
、
点

対
称
）、
反
比
例
、
文
字
を
用
い
た
式
な
ど
�

�（
2
）
言
語
力
の
育
成
・
活
用
の
重
視
�

◎
新
設
の
【
算
数
的
活
動
】
に
お
い
て
、「
言
葉
、
数
、
式
、
図

を
用
い
た
り
し
て
考
え
、
説
明
す
る
活
動
」
、「
目
的
に
応
じ

て
表
や
グ
ラ
フ
を
選
び
、
活
用
す
る
活
動
」
な
ど
を
規
定
�

�

＊２００７年度「全国学力・学習状況調査」を受験した公立小学校２１,９２０校、国立小学校７５校、私
立小学校１１０校の集計値�
出典：「平成１９年度　全国学力・学習状況調査　回答結果集計　全国－学校（国・公・私立）」
（文部科学省）�

＊文部科学省「学習指導要領」（平成１０年告示、平成２０年告示）を基に編集部で作成�

１年�

２年�

３年�

４年�

５年�

６年�

 114（3.4　）�
 136（4　）�

 155（4.4　）�
 175（5　）�

 150（4.3　）�
 175（5　）�

 150（4.3　）�
 175（5　）�

 150（4.3　）�
 175（5　）�

 150（4.3　）�
 175（5　）�

8.8 51.4 38.4 1.4
0.1

3.7
0.1

1.4
0.1

2.5
0.1
0.1

2.3
0.1
0.1

13.3 45.2 37.7

36.0 51.7 10.8

57.8 39.5

62.9 34.6

2

第６学年の児童に対する算数の指導として、�
実生活における事象との関連を図った授業を行いましたか�

第６学年の児童に対する算数の指導として、�
発展的な学習の指導を行いましたか�

第６学年の児童に対する算数の指導として、�
補充的な学習の指導を行いましたか�

第６学年の児童に対する算数の指導として、�
計算問題などの反復練習をする授業を行いましたか�

第６学年の児童に対する算数の指導として、�
家庭学習の課題（宿題）を与えましたか�
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新
し
い
学
習
指
導
要
領
は
、
こ
れ
ま
で
算
数
教
育

に
力
を
入
れ
て
き
た
先
生
に
と
っ
て
は
、
納
得
で
き

る
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

意
識
の
高
い
教
師
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
「
算

数
的
活
動
を
通
し
て
指
導
す
る
」
こ
と
や
「
学
年
間

の
指
導
内
容
を
円
滑
に
接
続
さ
せ
る
た
め
、
適
切
な

反
復
（
ス
パ
イ
ラ
ル
）
に
よ
る
学
習
指
導
を
進
め
る

よ
う
に
す
る
こ
と
」
な
ど
が
、
学
習
指
導
要
領
の
中

に
、
明
確
に
文
言
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
算
数
的
活
動
や
ス
パ
イ
ラ
ル

は
、
一
部
の
教
師
の
工
夫
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、

す
べ
て
の
教
師
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

項
と
な
り
ま
し
た
。�

　
つ
ま
り
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
学
校
現
場
で
全
く
実
践
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

新
し
い
考
え
方
や
特
別
な
取
り
組
み
が
、
導
入
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
算
数
教
育
に
お
い
て
大

切
な
こ
と
を
改
め
て
し
っ
か
り
確
認
し
、
学
校
現
場

に
広
く
深
く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
、
新
学
習
指
導
要

領
の
狙
い
と
い
え
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ
ン
ト
を

押
さ
え
つ
つ
、
具
体
的
に
学
校
現
場
で
ど
の
よ
う
な

指
導
が
大
切
に
な
る
か
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。�

����

　
小
学
校
に
お
け
る
算
数
的
活
動
と
は
、
端
的
に
言

っ
て
、
具
体
的
な
事
物
の
操
作
活
動
を
通
じ
て
学
習

の
理
解
度
を
深
め
る
活
動
を
指
し
て
い
ま
す
。�

　
例
え
ば
、
４
年
生
で
長
方
形
の
面
積
の
求
め
方
を

学
習
す
る
と
き
、
先
生
は
子
ど
も
に
い
き
な
り
公
式

を
教
え
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ

る
大
き
さ
の
長
方
形
を
示
し
て
、「
こ
の
長
方
形
の

中
に
、
一
辺
が
１
cm
の
正
方
形
の
タ
イ
ル
を
何
個

敷
き
詰
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
？
」
と
子
ど
も
に

問
い
か
け
、
実
際
に
タ
イ
ル
を
手
に
持
た
せ
て
取
り

組
ま
せ
る
と
い
っ
た
活
動
を
す
る
で
し
ょ
う
。
こ
う

し
た
活
動
を
取
り
入
れ
る
と
、
子
ど
も
の
う
ち
の
何

人
か
が
必
ず
気
づ
く
も
の
で
す
。�

　「
縦
に
８
つ
、
横
に
５
つ
の
タ
イ
ル
を
敷
き
詰
め

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
全
部
タ
イ
ル
を
敷
き
詰
め

な
く
て
も
、
長
方
形
の
中
に
８
×
５
で
４０
個
の
タ
イ

ル
が
入
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
」
と
い
う
よ
う
に
で

す
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
は
算
数
的
活
動
を
通
し
て
、

「
長
方
形
の
面
積
＝
縦
×
横
」
と
い
う
公
式
を
身
に

つ
け
ま
す
。
も
し
、
子
ど
も
が
こ
う
し
た
活
動
を
せ

ず
に
公
式
だ
け
を
教
わ
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の

公
式
を
忘
れ
た
途
端
、
長
方
形
の
面
積
は
求
め
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
も
、
算
数

的
活
動
を
経
験
し
て
い
れ
ば
、
体
験
を
手
が
か
り
に

「
算
数
的
活
動
」
や
「
ス
パ
イ
ラ
ル
」
が�

す
べ
て
の
教
師
に
求
め
ら
れ
る�

「
ス
パ
イ
ラ
ル
」
の
視
点
や�

「
算
数
的
活
動
」
に
よ
っ
て�

理
解
は
確
実
に
深
ま
っ
て
い
く�

�

新
学
習
指
導
要
領
に
は
、「
算
数
的
活
動
」「
ス
パ
イ
ラ
ル
」
、あ
る
い
は
「
習
得
と
活
用
」「
言
語
活
動
の
充
実
」
と
�

い
っ
た
考
え
方
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
を
理
解
し
て
、�

そ
れ
を
実
践
に
結
び
付
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、算
数
科
の
教
育
に
詳
し
い
加
藤
明
教
授
に
う
か
が
っ
た
。�

� 京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
心
理
学
部
教
授
・
学
部
長
　

加
藤
 

明
�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
�

実
践
の
ポ
イ
ン
ト
�

知
識
・
理
解
を
確
か
に
す
る
た
め�

「
体
験
」
と
い
う
く
さ
び
を
打
ち
込
む�

ポ
イ
ン
ト�

算
数
的
活
動�

1
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し
て
、
も
う
一
度
公
式
を
学
び
直
す
こ
と
が
可
能
な

は
ず
で
す
。�

　
ま
た
、
算
数
は
、
具
体
か
ら
抽
象
へ
と
向
か
う
教

科
で
す
。
例
え
ば
、「
白
い
犬
３
匹
、
黒
い
犬
４
匹
」

を
「
３
個
の
お
は
じ
き
と
４
個
の
お
は
じ
き
」
に
置

き
換
え
る
こ
と
で
抽
象
化
し
ま
す
。
更
に
、「
３
個

と
４
個
の
お
は
じ
き
」
を
「
３
＋
４
」
と
い
う
数
式

に
、
や
が
て
は
数
式
を
「
x
と
y
」
と
い
う
文
字

式
に
抽
象
化
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
具
体
か
ら
抽
象

へ
の
ジ
ャ
ン
プ
を
子
ど
も
に
と
っ
て
緩
や
か
な
も
の

に
す
る
た
め
に
は
、
一
つ
上
の
抽
象
の
段
階
に
移
行

す
る
前
に
、
具
体
物
を
使
っ
た
算
数
的
活
動
を
で
き

る
だ
け
豊
富
に
経
験
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
上
で
、
抽
象
へ
と
引
き
上
げ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。�

　
い
わ
ば
算
数
的
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
知
識
・

理
解
」
や
「
表
現
・
処
理
」
を
確
か
な
も
の
に
す
る

た
め
に
、「
体
験
と
い
う
く
さ
び
を
打
ち
込
む
」
役

割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。�

����

　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
算
数
科
に
限
ら
ず
す
べ

て
の
学
習
活
動
の
中
で
、
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を

子
ど
も
に
し
っ
か
り
「
習
得
」
さ
せ
る
と
共
に
、
こ

れ
ら
を
「
活
用
」
し
て
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

な
ど
を
育
む
指
導
を
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
誤
解
し
な
い
で
ほ
し
い
の
は
、
授
業

の
展
開
が
「
こ
こ
ま
で
は
習
得
、
こ
こ
か
ら
は
活
用
」

と
必
ず
し
も
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
習
得

が
確
か
な
も
の
と
な
り
、
習
得
を
確
か
に
す
る
活
動

の
中
で
、
活
用
力
も
身
に
つ
く
か
ら
で
す
。�

　
例
え
ば
、
三
角
形
の
面
積
の
求
め
方
を
学
習
す
る

と
き
に
、
子
ど
も
に
三
角
形
を
示
し
て
、「
こ
れ
は

平
行
四
辺
形
の
面
積
の
求
め
方
を
考
え
る
と
、
わ
か

る
か
も
し
れ
な
い
よ
」
と
ヒ
ン
ト
を
出
し
た
と
し
ま

す
。
す
る
と
、
何
人
か
の
子
ど
も
が
、
三
角
形
の
面

積
は
平
行
四
辺
形
の
面
積
の
２
分
の
１
で
あ
る
こ
と

に
気
が
つ
き
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
同
じ
面
積
の

三
角
形
を
組
み
合
わ
せ
て
平
行
四
辺
形
を
作
り
、
平

行
四
辺
形
の
面
積
を
出
し
た
あ
と
に
そ
れ
を
２
で
割

れ
ば
、
三
角
形
の
面
積
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
て

子
ど
も
は
、「
三
角
形
の
面
積
＝
底
辺
×
高
さ
÷
２
」

の
公
式
を
身
に
つ
け
る
。
い
わ
ば
、
既
習
の
平
行
四

辺
形
の
面
積
の
求
め
方
を
「
活
用
」
す
る
こ
と
で
、

三
角
形
の
面
積
の
求
め
方
を
「
習
得
」
で
き
る
の
で

す
。�

　
逆
に
、「
習
得
」
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
子
ど
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
三
角
形
を
示
し
、「
こ

こ
を
底
辺
に
し
た
ら
、
高
さ
は
ど
こ
に
す
れ
ば
い
い
？
」

と
い
う
問
い
を
繰
り
返
す
と
い
っ
た
よ
う
な
指
導
が

大
切
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
は
高

さ
や
底
辺
に
関
す
る
確
か
な
知
識
を
「
習
得
」
す
る

わ
け
で
す
が
、
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
三
角
形
の
面
積

に
も
対
応
で
き
る
「
活
用
」
の
力
も
身
に
つ
き
ま
す

（
P.
８
図
参
照
）。
習
得
の
伴
わ
な
い
活
用
は
な
い
し
、

活
用
の
伴
わ
な
い
習
得
も
な
い
の
で
す
。�

か
と
う
・
あ
き
ら
◎
専
門
は
教
育
方
法
学
。

小
学
校
教
師
と
し
て
教
壇
に
立
っ
た
あ
と
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
助
教
授
、
京

都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
教
授
を
経
て
、

２
０
０
６
年
か
ら
現
職
。
中
央
教
育
審
議

会
専
門
委
員
、
文
部
科
学
省
検
定
教
科
書
・

小
学
校
「
算
数
科
」「
生
活
科
」
編
集
委

員
等
も
務
め
る
。
主
な
著
書
は
、『
評
価

規
準
づ
く
り
の
基
礎
・
基
本
〜
学
力
と
成

長
を
保
障
す
る
教
育
方
法
〜
』（
明
治
図

書
出
版
）
な
ど
。�

習
得
と
活
用
は
不
分
離�

分
け
て
考
え
る
必
要
は
な
い�

ポ
イ
ン
ト�

習
得
と
活
用�

2

特集�

第　回�

新学習指導要領へのアプローチ�
2
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先
に
私
は
、
算
数
科
は
「
具
体
か
ら
抽
象
へ
と
向

か
う
教
科
」
で
あ
る
と
言
い
ま
し
た
が
、
も
う
一
つ

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
系
統
性
が
高
い
教
科
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。�

　
各
領
域
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
「
数
と
計
算
」
は

系
統
性
が
高
い
領
域
で
す
。
４
年
生
で
学
ぶ
割
り
算

の
筆
算
を
例
に
し
ま
し
ょ
う
。
実
際
に
計
算
し
て
み

る
と
わ
か
り
ま
す
が
、
割
り
算
の
筆
算
で
は
加
減
乗

除
の
す
べ
て
の
知
識
・
技
能
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
四
則
計
算
の
学
習
の
う
ち
の
ど
こ
か
の
段

階
で
つ
ま
ず
い
て
い
た
ら
、
割
り
算
の
筆
算
も
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
つ
の
つ
ま
ず
き
が
、

次
の
つ
ま
ず
き
を
生
む
わ
け
で
す
。�

　
そ
こ
で
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
の

が
、
反
復
（
ス
パ
イ
ラ
ル
）
の
考
え
方
で
す
。
新
し

い
単
元
に
入
る
と
き
に
、
学
習
事
項
と
関
連
す
る
既

習
事
項
を
振
り
返
り
、
そ
の
習
得
を
確
認
し
た
上
で
、

新
し
い
学
習
に
進
む
の
で
す
。
新
学
習
指
導
要
領
に

沿
っ
た
教
科
書
は
、
お
そ
ら
く
ス
パ
イ
ラ
ル
を
意
識

し
た
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。�

　
た
だ
し
反
復
学
習
は
、
単
に
教
科
書
に
沿
っ
て
、

子
ど
も
に
既
習
事
項
の
復
習
を
さ
せ
れ
ば
よ
い
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
が
既

習
事
項
の
う
ち
の
ど
の
部
分
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
の

か
を
、
ま
ず
は
簡
単
な
テ
ス
ト
な
ど
に
よ
っ
て
確
か

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
簡
単
な
割
り
算
の
知
識
・

理
解
が
不
十
分
な
子
ど
も
」
が
多
け
れ
ば
、
そ
こ
か

ら
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、「
繰
り
下
が
り
が

弱
い
子
ど
も
」
が
多
い
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
そ
の
部

分
を
重
視
し
た
手
立
て
を
講
じ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。�

　
そ
し
て
、
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
て
、
１５
時
間
な

ら
１５
時
間
の
単
元
の
学
習
計
画
を
組
み
立
て
直
す
力

量
が
、
教
師
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。
基
礎
か
ら
み
っ

ち
り
学
び
直
す
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
ら
、
授
業

時
間
を
３
時
間
ほ
ど
プ
ラ
ス
し
て
１８
時
間
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
既

習
事
項
の
習
得
が
不
十
分
な
子
ど
も
が
一
部
で
あ
る

の
な
ら
、
補
充
や
宿
題
な
ど
の
個
別
対
応
で
カ
バ
ー

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
始
業
前
に
朝
学
習
の
時

間
を
使
っ
て
、
既
習
事
項
を
し
っ
か
り
と
復
習
さ
せ

る
と
い
う
手
法
も
あ
り
ま
す
。�

　
そ
う
い
う
意
味
で
、
ス
パ
イ
ラ
ル
を
行
う
た
め
に

は
教
師
が
子
ど
も
を
把
握
す
る
力
、
授
業
を
組
み
立

て
る
力
が
重
要
に
な
る
と
い
え
ま
す
。�

����

　
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
中
で
、
各
教
科
を
貫
く

重
要
な
視
点
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
言
語

活
動
の
充
実
」
で
す
。「
算
数
科
で
言
語
活
動
を
充

実
さ
せ
る
」
と
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し

ょ
う
か
。�

最初に下のような三角形の面積を
求める�

「活用」を意識した三角形の面積の教え方の例�図�

1
A A

B

B

C

C A

B C
8cm

6cm
6cm

8 × 6 ÷ 2 ＝ 24 24cm2

底辺を変えた場合に、どこを
高さにすればよいのかを考
えさせる�

2

B C

E D A

底辺と高さが同じなら、どんな三角形
でも同じ面積になることを確認する�3

8cm

ABを底辺とする場合�

ACを底辺とする場合�

既
習
事
項
の
定
着
を
把
握
し�

状
況
に
合
っ
た
手
立
て
を�

ポ
イ
ン
ト

ス
パ
イ
ラ
ル�

3

式
や
図
を
使
っ
て
論
理
的
に
考
え�

説
明
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る�

ポ
イ
ン
ト�

言
語
活
動
の
充
実�

4
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現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
言
語
活
動
に
つ
い

て
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
話
す
」「
聞
く
」
と
い

っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
重
き
を
置
い
て

い
ま
す
。
一
方
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
思

考
や
認
識
の
道
具
と
し
て
言
語
を
使
い
こ
な
す
力
を

育
む
こ
と
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
同
様

に
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
算
数
科
に
と
っ
て
の
「
言
語
」
は
、
狭
義
の
「
言

葉
」
だ
け
で
は
な
く
、
数
、
式
、
図
、
表
、
グ
ラ
フ

も
含
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
が
あ
る
事
象
を
「
算
数

の
言
語
」
を
使
っ
て
論
理
的
に
考
え
て
導
い
た
結
論

を
、
筋
道
を
立
て
て
ま
わ
り
の
人
に
説
明
で
き
る
力

を
鍛
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
算
数
科
で
求
め
ら
れ
る
「
言

葉
の
力
」
で
す
。�

　
例
え
ば
、「
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に
行
っ
た
ら
、

２
０
０
円
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
２
割
引
で
売

ら
れ
て
い
た
の
で
買
い
ま
し
た
」
と
い
う
事
象
を
式

に
表
し
た
り
、
図
や
グ
ラ
フ
に
置
き
換
え
さ
せ
た
り

し
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
が
導
き
出
し
た
答
え
を
、

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
説
明
さ
せ
ま
す
。
子
ど
も
が
自
ら

式
を
つ
く
り
、
説
明
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
論
理

的
思
考
が
磨
か
れ
、
表
現
力
も
身
に
つ
い
て
い
く
の

で
す
。�

　
算
数
の
授
業
で
は
、
教
師
は
子
ど
も
か
ら
期
待
し

て
い
た
答
え
が
返
っ
て
く
る
と
、「
み
ん
な
、
わ
か

っ
た
ね
」
と
、
そ
の
ま
ま
授
業
を
進
め
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
答
え
た
子
ど

も
は
わ
か
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
ほ
か
の
子
ど
も
は

わ
か
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
そ

の
子
ど
も
の
理
解
度
も
、
実
は
十
分
で
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。�

　
そ
こ
で
、
重
要
に
な
る
の
は
、「
答
え
が
出
た
理

由
を
き
ち
ん
と
話
し
て
み
て
」
と
子
ど
も
に
説
明
を

求
め
る
こ
と
で
す
。
説
明
の
場
面
を
意
識
的
に
つ
く

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
事
項
に
対
す
る
子
ど
も
の

理
解
度
が
、
よ
り
確
か
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
言
語

活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
習
得
事
項
の
理
解
度

を
深
め
る
上
で
も
有
効
な
の
で
す
。�

����

　
現
場
の
先
生
方
か
ら
よ
く
聞
く
声
と
し
て
、「
時

間
数
の
割
に
、
教
え
る
内
容
が
多
す
ぎ
る
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
新
し
い
学
習
指
導
要
領

で
授
業
時
数
は
増
加
し
ま
す
が
、
教
え
る
内
容
も
増

え
る
の
で
、
忙
し
さ
は
現
状
と
変
わ
ら
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
算
数
的
活
動
や
言
語
活
動
な

ど
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、「
一

体
ど
う
な
る
の
や
ら
」
と
不
安
に
感
じ
て
い
る
先
生

が
少
な
か
ら
ず
い
る
と
思
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
算
数
的
活
動
や
活
用
が
大
切
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
授
業
の
た
び
に
、
活
動
や
活
用
を
す
る
場

面
が
必
要
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
に

よ
っ
て
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
ド
リ
ル
学
習
な
ど
に
よ

っ
て
し
っ
か
り
習
得
さ
せ
る
時
間
も
必
要
で
し
ょ
う
。

持
ち
時
間
の
中
で
、
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
か
が

成
功
の
鍵
と
な
り
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
に
は
、
長
期
的
な
見
通
し
を
持
ち
、
授

業
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。「
こ

の
時
間
は
ス
パ
イ
ラ
ル
を
意
識
し
よ
う
」「
こ
の
時

間
は
算
数
的
活
動
を
重
視
し
よ
う
」「
こ
の
時
間
は

公
式
を
確
実
に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
」
と

い
う
よ
う
に
、
全
体
の
見
通
し
の
中
で
、
ね
ら
い
を

持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
の
で
す
。�

　
特
に
、
ス
パ
イ
ラ
ル
に
つ
い
て
は
、
６
年
間
を
見

通
す
力
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
前
の
学
年
ま
で
で
子

ど
も
が
学
ん
で
き
た
内
容
や
学
び
方
を
、
教
科
書
を

読
み
直
す
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
確
認
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
上
級
学
年
の
教
科
書
も
調
べ

て
、
上
の
学
年
に
ど
う
つ
な
ぐ
の
か
を
意
識
し
な
が

ら
授
業
を
展
開
し
た
い
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
６
年

間
の
学
び
の
中
で
の
、
そ
の
単
元
の
位
置
づ
け
を
把

握
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。�

　
教
師
に
算
数
的
活
動
や
言
語
活
動
を
取
り
入
れ
た

授
業
を
展
開
で
き
る
力
や
、
６
年
間
を
見
通
し
た
指

導
を
す
る
力
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
教
師
一

人
ひ
と
り
の
努
力
に
委
ね
る
だ
け
で
は
な
く
、
学
校

全
体
の
研
修
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
学
校
の
中
に
算
数
科
が
専
門
の
教
師
が
い
て
、

そ
の
教
師
が
ほ
か
の
教
師
に
授
業
の
進
め
方
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。
あ
る
い
は
、
公
開
授
業

を
数
多
く
設
定
す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
不
可
欠

で
す
。
そ
う
し
た
校
内
の
学
び
合
い
の
機
会
を
、
是

非
、
学
校
の
中
に
根
付
か
せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。�

６
年
間
の
見
通
し
を
持
っ
て�

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
位
置
づ
け
る�

ま
と
め�

成
功
の
鍵
は
？�

特集�
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算数の主な変更点�
★新規内容　●スパイラル　▲他学年からの移行�

�

●簡単な３位数�
●簡単な２位数の
加・減�

�

★面積、体積の直
接比較�
▲時刻の読み方←
２年�

★平面図形� ▲加法、減法の場
面の式での読み、
書き�
★ものの個数の絵
や図での読み、
書き�
�

●１万、簡単な分
数�

●簡単な３位数の
加・減�

●簡単な２位数と１
位数の乗法�

�

▲体積の単位（ml、
dl、l）←3年�
▲時間の単位（日、
時、分）←3年�

▲正方形、長方形、
直角三角形←３
年�
▲箱の形←３年�
�

▲加・減の相互関
係や乗法の場面
の式での読み、
書き�
▲簡単な表やグラ
フの読み、書き�
�

●１億�
★４位数の加・減�
★３位数と２位数の
乗法�

●商が2位数の簡
単な除法�
▲小数と分数←４、
５年�
�

▲二等辺三角形、
正三角形←4年�
▲角←４年�
▲円と球←４年�
�

★数量の□などを
用いた式の読み、
書き�
▲除法の場面での
式の読み、書き�

★式と図の関連付
け�
�

▲四則計算の見
積もり←５、６年�

●整数の計算能力
の定着と活用�
★、▲小数の加減
乗・除←５年�

★、▲同分母分数
の加・減←５年�
●そろばん�

★面積の単位（a、
ha）�

▲直線の平行や
垂直の関係←５
年�
▲平行四辺形、ひ
し形、台形←５年�
▲立方体、直方体
←６年�

★ものの位置の表
し方�

★数量の□、△な
どを用いた式の
読み、書き�
▲四則計算の性
質←５年�

▲約数、倍数←６
年�

★素数�
★小数同士の乗・
除�
▲、★異分母分数
の加・減など←６
年�

●分数の乗・除�
�

★ひし形、台形の
面積�
▲体積の単位（�
�）と測定←６年�
▲立方体、直方体
の体積←６年�
●測定値の平均�
▲単位量当たりの
大きさ←６年�

★多角形、正多角
形�

★図形の合同�
▲角柱、円柱←６
年�

�

●比例�
�

★分数・小数の混
合計算�

●小数、分数の計
算能力の定着と
活用�

▲円の面積←５年�
★角柱、円柱の体
積�

★メートル法の単
位の仕組み�

�
�

★拡大図と縮図�
★対称な図形�
�

★反比例�
★文字を用いた式
の読み、書き�
★度数分布�
★場合の数�
�

数と計算� 量と測定� 図形� 数量関係�

1 年�
�

授業時数�
136�
(+22)

2 年�
�

授業時数�
175�
(+20)

3 年�
�

授業時数�
175�
(+25)

4 年�
�

授業時数�
175�
(+25)

5 年�
�

授業時数�
175�
(+25)

6 年�
�

授業時数�
175�
(+25)

P.１１参照�

P.１２参照�

P.１３参照�

＊作成／加藤明教授�

★重さの単位（ｔ）�

学
習
内
容
の
大
幅
な
再
編
成
が
実
施
さ
れ
る
�

新
し
い
学
習
指
導
要
領
。�

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
お
い
て
�

ど
の
よ
う
な
ね
ら
い
を
持
っ
た
指
導
が
�

必
要
に
な
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。�

引
き
続
き
加
藤
教
授
に
�

解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。�

変
更
点
整
理
�

学
年
別
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
�

知
識
が
積
み
重
な
る
ス
パ
イ
ラ
ル
を�

よ
り
意
識
し
た
指
導
が
必
要�

�

監
修
◎
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
心
理
学
部
教
授
・
学
部
長
　

加
藤
 

明
�
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�
具
体
と
抽
象
の
行
き
来
を
意
識
す
る�

　
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
れ
ま
で
低
学
年
で
扱
っ
て

い
な
か
っ
た
数
量
関
係
の
領
域
に
、「
加
法
、
減
法

の
場
面
の
式
で
の
読
み
、
書
き
」（
１
年
生
）
や
、「
加
・

減
の
相
互
関
係
や
乗
法
の
場
面
の
式
で
の
読
み
、
書

き
」（
２
年
生
）
な
ど
が
加
わ
る
こ
と
で
す
。�

　
加
法
の
「
書
き
」
は
、
例
え
ば
「
左
の
か
ご
に
み

か
ん
が
３
つ
、
右
の
か
ご
に
み
か
ん
が
５
つ
あ
り
ま

す
」
と
い
う
と
き
、
そ
れ
を
「
３
＋
５
」
と
式
に
書

き
表
す
こ
と
で
す
。
ま
た
、
加
法
の
「
読
み
」
は
、

「
３
＋
５
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
つ
ま
り
「
３

つ
の
み
か
ん
と
５
つ
の
み
か
ん
が
一
緒
に
あ
る
」
こ

と
を
指
し
て
い
る
と
読
む
こ
と
で
す
。�

　
加
法
に
は
「
あ
わ
せ
て
い
く
つ
（
合
併
）」
と
「
増

え
る
と
い
く
つ
（
増
加
）」
が
あ
り
ま
す
。「
３
つ
と

４
つ
の
お
は
じ
き
を
を
あ
わ
せ
た
ら
７
つ
」
は
合
併
。

「
卵
が
３
個
あ
り
ま
す
。
新
し
く
４
個
買
っ
た
ら
７

個
に
な
り
ま
し
た
」
は
増
加
で
す
。�

　
減
法
に
は
「
残
り
は
い
く
つ
（
求
残
）」
と
「
差
は

い
く
つ
（
求
差
）」
が
あ
り
ま
す
。「
卵
が
７
個
あ
っ

て
、
そ
の
う
ち
４
個
食
べ
ま
し
た
。
残
り
は
い
く
つ
？
」

が
残
り
を
求
め
る
も
の
。「
子
ど
も
が
７
人
い
ま
す
。

男
子
は
４
人
で
、
女
子
は
３
人
で
す
。
男
子
は
女
子

よ
り
何
人
多
い
？
」
が
差
を
求
め
る
も
の
で
す
。�

　
加
法
と
減
法
の
持
つ
意
味
を
子
ど
も
に
理
解
さ
せ

る
た
め
に
は
、
式
を
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
数
量
に
置

き
換
え
た
り
（
読
み
）、
逆
に
身
の
ま
わ
り
に
あ
る

数
量
を
式
に
表
し
た
り
（
書
き
）
し
て
、
具
体
と
抽

象
の
行
き
来
を
数
多
く
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
（
下

図
）。
こ
れ
ま
で
も
「
具
体
を
抽
象
化
す
る
こ
と
」
を

授
業
に
取
り
入
れ
て
き
た
先
生
は
い
る
と
思
い
ま
す

が
、「
抽
象
化
さ
れ
た
も
の
を
具
体
に
戻
す
こ
と
」
は

あ
ま
り
行
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ
を
し
っ

か
り
授
業
に
取
り
入
れ
る
と
い
う
の
が
、
低
学
年
で

数
量
関
係
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
ね
ら
い
で
す
。�

　「
も
の
の
個
数
の
絵
や
図
で
の
読
み
、
書
き
」（
１

年
生
）
や
、「
簡
単
な
表
や
グ
ラ
フ
の
読
み
、
書
き
」

（
２
年
生
）
も
基
本
的
な
ね
ら
い
は
「
加
法
、
減
法

の
読
み
、
書
き
」
と
同
じ
で
す
。
身
の
ま
わ
り
に
あ

る
数
量
を
絵
や
図
、
表
や
グ
ラ
フ
に
す
る
、
絵
や
図
、

表
や
グ
ラ
フ
を
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
数
量
に
置
き
換

え
る
と
い
っ
た
活
動
を
通
し
て
理
解
を
深
め
ま
す
。�

　
１
年
生
で
は
「
面
積
、
体
積
の
直
接
比
較
」
が
新

た
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ハ
ン
カ
チ
の
大
き
さ
を

比
べ
た
り
、
コ
ッ
プ
に
入
る
水
の
量
を
比
べ
た
り
す

る
も
の
。
面
積
や
体
積
の
単
位
や
求
め
方
を
学
ぶ
た

め
の
下
地
づ
く
り
と
考
え
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。�

◎具体→抽象、抽象→具体の操作を行うことで、式の読み、書きを生活体験と結び付けて理解させることができる�

「加法、減法の場面の式での読み、書き」の指導例�

＋�

3　＋　4　=　7（式の書き）�

いちごが３つありました、あたらしく４つもらいました。�
あわせていくつになったでしょう。� 式から具体的な事象を�

想起させる�

（おはじきなどで抽象化して表す）�

具体� 抽象�

3　＋　5　=　8（式の読み）�
抽象� 具体�

しろいいぬが3びきとくろいいぬが5ひき�

あかいばらが3ぼんとしろいばらが5ほん�

あかいえんぴつが3ぼんとくろいえんぴつが5ほん�

「
数
量
関
係
」の
領
域
に�

加
法
、減
法
、乗
法
の
読
み
、書
き
が
加
わ
る�
低学年�

特集�

第　回�

新学習指導要領へのアプローチ�
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�
ス
パ
イ
ラ
ル
で
加
減
乗
除
の
定
着
を�

　
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
反
復
（
ス
パ
イ
ラ
ル
）

の
重
視
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
を
反

映
し
、
４
年
生
で
「
整
数
の
計
算
能
力
の
定
着
と
活

用
」
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。�

　
４
年
生
ま
で
の
段
階
で
整
数
の
加
減
乗
除
を
一
通

り
学
習
し
ま
す
が
、
こ
れ
が
し
っ
か
り
定
着
し
て
い

な
い
と
、
四
則
の
混
合
し
た
式
や
（
　
）
を
用
い
た

式
に
つ
い
て
学
ぶ
と
き
、
あ
る
い
は
小
数
や
分
数
の

加
減
乗
除
に
つ
い
て
学
ぶ
と
き
に
、
つ
ま
ず
き
や
す

く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
時
点
で
整
数
の
四
則

計
算
の
定
着
と
活
用
を
復
習
す
る
機
会
を
設
け
た
わ

け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
「
整
数
の
四
則
計
算
」
だ
け
で

は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
単
元
に
お
い
て
、
学
ん
で
き
た

内
容
の
振
り
返
り
と
定
着
を
図
る
機
会
を
設
け
て
お

く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。�

�

未
知
数
の
指
導
は
よ
り
丁
寧
に�

　「
も
の
の
位
置
の
表
し
方
」（
４
年
生
）
は
、
中
学

校
で
学
ぶ
「
座
標
」
へ
の
接
続
を
意
識
し
て
、
そ
の

下
地
づ
く
り
の
た
め
に
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

下
図
の
例
の
よ
う
に
、「
市
役
所
の
位
置
を
碁
盤
の

目
の
中
か
ら
示
す
」
と
い
っ
た
図
の
中
で
の
も
の
の

位
置
の
表
し
方
を
学
習
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
同
様
に
「
数
量
の
□
な
ど
を
用
い
た
式
の
読
み
、

書
き
」（
３
年
生
）、「
数
量
の
□
、
△
な
ど
を
用
い

た
式
の
読
み
、
書
き
」（
４
年
生
）
も
、
文
字
式
に

つ
い
て
学
ぶ
と
き
の
下
地
づ
く
り
と
し
て
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
□
を
用
い
た
式
と
は
「
□
＋
３
＝
９
」

と
い
っ
た
未
知
数
が
一
つ
の
式
、
□
や
△
を
用
い
た

式
と
は
「
□
＋
△
＝
９
」
と
い
っ
た
未
知
数
が
二
つ

の
式
の
こ
と
で
す
。
数
量
を
□
や
△
な
ど
を
用
い
て

表
し
た
り
、
そ
の
関
係
を
式
に
表
し
た
り
、
□
や
△

に
数
を
当
て
て
調
べ
た
り
と
い
っ
た
学
習
を
し
ま
す
。�

　
中
学
年
の
発
達
段
階
の
子
ど
も
に
、
□
や
△
を
使

っ
て
未
知
数
の
概
念
を
教
え
る
際
に
は
、
か
な
り
丁

寧
に
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。「
Ｂ
君
は

色
紙
を
３
枚
持
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｃ
子
さ
ん
が
持
っ

て
い
る
色
紙
と
合
わ
せ
る
と
８
枚
に
な
り
ま
し
た
」

と
い
う
問
題
を
□
を
使
っ
た
式
で
表
す
と
、「
３
＋

□
＝
８
」
に
な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
は
「
合
わ
せ
て
」

と
い
う
言
葉
に
引
っ
か
か
っ
て
「
３
＋
８
」
と
い
う

式
を
つ
く
り
が
ち
で
す
。�

　
□
や
△
を
用
い
た
式
の
意
味
を
よ
く
理
解
さ
せ
る

た
め
に
は
、「
書
き
」
と
「
読
み
」、
つ
ま
り
具
体
と

抽
象
の
行
き
来
を
さ
せ
る
活
動
を
数
多
く
行
う
こ
と

が
、
や
は
り
大
切
で
す
。�

「ものの位置の表し方」の指導例�

駅�

ゆうびん局�

図書館�

市役所�

時計台�

120m
120m

西�

北�

東�

、

整
数
の
計
算
能
力
の
定
着
を
図
る
と
共
に�

未
知
数
を
扱
っ
た
式
が
登
場�
中学年�

　ある駅の北側には、左の図のような道路が通っています。時計
台や図書館の位置は、駅をもとにすると、どのように表すことが
できるでしょう。�
　時計台と図書館の位置は、駅をもとにすると、次のように表す
ことができます。�

・時計台…東120m、北360ｍ �
・図書館…西120ｍ、北240ｍ�
�
�
�
�
�
◎「ものの位置の表し方」では、中学校で学ぶ座標の単元との関連を
意識して指導することがポイントとなる�

ゆうびん局と市役所の位置を、駅をもとにして表して
みましょう。�

問題�
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�
小
数
と
分
数
の
系
統
性
が
高
ま
る�

　
Ｐ．�
１０�
の
表
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
新
し
く
加

わ
る
内
容
が
最
も
多
い
学
年
が
５
、
６
年
生
で
す
。�

　
ま
ず
、「
数
と
計
算
」
で
注
意
が
必
要
な
の
が
、「
分

数
の
乗
・
除
」（
５
年
生
）
と
「
小
数
同
士
の
乗
・

除
」（
５
年
生
）
で
す
。
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、

簡
単
な
分
数
は
２
年
生
で
学
習
し
、
４
年
生
で
は
分

数
は
「
同
分
母
分
数
の
加
・
減
の
計
算
」、
小
数
は

「
乗
数
や
除
数
が
整
数
で
あ
る
場
合
の
乗
・
除
の
計

算
」
ま
で
学
習
し
ま
す
。
５
年
生
で
は
、「
分
数
の

乗
・
除
」
や
「
小
数
同
士
の
乗
・
除
」、
現
在
６
年

生
で
学
ん
で
い
る
「
異
分
母
分
数
の
加
・
減
の
計
算
」

を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
６
年
生
で
は
、

学
ん
だ
小
数
、
分
数
を
し
っ
か
り
習
得
す
る
た
め
に

「
小
数
、
分
数
の
計
算
能
力
の
定
着
と
活
用
」
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
小
数
・
分
数
の
学
習
を

再
構
成
す
る
こ
と
で
、
系
統
性
の
あ
る
優
れ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
系
統
性
に
沿
っ
た

ス
パ
イ
ラ
ル
を
意
識
し
た
指
導
が
大
切
に
な
り
ま
す
。�

�

さ
ま
ざ
ま
な
図
形
を
関
連
さ
せ
て
学
ば
せ
る�

　「
量
と
測
定
」
で
は
、
５
年
生
で
「
ひ
し
形
、
台

形
の
面
積
」、
６
年
生
で
「
角
柱
、
円
柱
の
体
積
」

が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。
ひ
し
形
、
台
形
の
面

積
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
先
生
に
と
っ
て
は
「
指
導

内
容
が
増
え
た
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
を
前
向
き
に
考
え
れ
ば
、
ひ
し
形
の
面
積

の
求
め
方
を
学
習
す
る
こ
と
で
、
三
角
形
や
平
行
四

辺
形
の
面
積
の
求
め
方
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
台
形
の
面
積
の
求
め
方
を
、
平
行

四
辺
形
や
三
角
形
の
面
積
の
求
め
方
と
比
較
で
き
ま

す
。
つ
ま
り
、
一
つ
の
図
形
の
面
積
の
求
め
方
を
単

独
で
学
習
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
ほ
か
の
図
形
の
面

積
の
求
め
方
と
関
係
さ
せ
な
が
ら
学
ば
せ
る
の
で
す
。�

　
こ
う
し
た
活
動
の
充
実
に
よ
り
、
ひ
し
形
や
台
形

の
面
積
の
公
式
を
学
ぶ
と
き
も
、
単
な
る
暗
記
で
は

な
く
、
公
式
の
成
り
立
つ
理
由
ま
で
理
解
で
き
ま
す
。�

　
ま
た
、「
合
同
」（
５
年
生
）、「
対
称
な
図
形
」（
６

年
生
）、「
文
字
を
用
い
た
式
の
読
み
、
書
き
」（
６

年
生
）、「
反
比
例
」（
６
年
生
）
な
ど
が
新
た
に
盛

り
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要

領
で
は
中
学
校
で
の
習
得
事
項
で
す
。
中
学
校
の
教

科
書
を
読
む
な
ど
し
て
、
現
在
、
中
学
校
で
ど
の
よ

う
な
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
、
中
学

校
へ
の
接
続
を
意
識
し
た
指
導
を
す
る
こ
と
が
重
要

に
な
る
で
し
ょ
う
。�

◎台形の面積の出し方を単独の知識として教えるのではなく、平行四辺形や三角形などの求め方と関連付けて教えることで効果が増す�

「ひし形、台形の面積」の指導例�

1.下のような台形の面積の
求め方を考えましょう�

2.対角線で２つの三角形に分けて求めましょう� 3.平行四辺形ＡＢＥＦの半分になっていること
から考えてみましょう�

A D

B

A D

B

C

D

B C

6cm

4cm A D

B

F

EC6cm

4cm 6cm

三角形ＡＢＤと三角形ＤＢＣの面積を足す�

4 × 5 ÷ 2 ＝ 10

10 + 15 ＝ 25

6 × 5 ÷ 2 ＝ 15

（ 4 + 6 ）× 5 ÷ 2 ＝ 2525cm2 25cm2

4cm

5cm
5cm

ひ
し
形
、台
形
の
面
積
が
新
た
に
加
わ
る�

中
学
校
か
ら
の
学
習
内
容
の
移
行
も
目
立
つ�
高学年�

特集�

第　回�

新学習指導要領へのアプローチ�
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���

　
ま
ず
図
１
の
文
章
題
を
見
て
ほ
し
い
。
こ
れ
は
、

平
良
小
学
校
の
４
年
生
が
算
数
の
「
式
と
計
算
」
を

終
了
し
た
あ
と
に
取
り
組
ん
だ
問
題
だ
。
こ
の
単
元

で
は
、「
あ
る
具
体
的
な
場
面
を
、
四
則
の
混
合
し

た
式
や
（
　
）
を
用
い
た
式
に
表
す
こ
と
が
で
き
、

そ
の
式
を
正
し
く
計
算
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」

が
目
標
で
あ
る
。
図
１
の
文
章
題
は
、
子
ど
も
の
学

力
の
到
達
度
を
測
る
た
め
に
、
同
校
の
教
師
が
独
自

に
作
成
し
た
も
の
だ
。
研
究
主
任
の
福
田
陽
子
先
生

は
、
こ
の
問
題
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
話
す
。�

　「
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
材
料
費
を
問
題
に
し

た
の
は
、
子
ど
も
の
生
活
に
身
近
な
話
題
だ
か
ら
で

す
。
算
数
の
学
習
が
、
授
業
の
中
だ
け
で
終
わ
る
の

で
は
な
く
、
自
分
の
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
ほ
し
い
と
思
い
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に

し
ま
し
た
。
問
題
の
レ
ベ
ル
は
、
四
則
計
算
の
順
序

や
（ 

 

）
を
用
い
た
式
を
き
ち
ん
と
理
解
で
き
て
い

な
け
れ
ば
解
け
な
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

こ
の
問
題
が
解
け
た
な
ら
、
単
元
の
目
標
に
子
ど
も

の
学
力
が
到
達
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
わ
け
で
す
」�

　
こ
の
文
章
題
の
よ
う
に
、
同
校
の
算
数
科
で
は
、

単
元
の
終
了
後
に
子
ど
も
の
学
習
到
達
度
を
測
る
課

題
を
設
定
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
課
題
は
「
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
Ｂ
問
題
（
活
用
）
の

考
え
方
に
近
い
、「
習
っ
た
こ
と
を
活
用
し
て
表
現

す
る
問
題
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
同
校
で
は
、「
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
」
と
呼
ぶ
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
を
詳
し
く
定
義
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。�

　「
児
童
が
実
際
に
特
定
の
活
動
を
行
い
、
学
力
が

表
現
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
も
の
。
問

題
の
思
考
過
程
が
わ
か
る
よ
う
に
、
理
由
や
根
拠
に

な
る
図
や
式
を
示
し
て
説
明
さ
せ
る
」�

　
答
え
に
至
る
過
程
が
一
つ
で
は
な
い
、
こ
う
し
た

問
題
に
取
り
組
ま
せ
る
と
、
子
ど
も
は
十
人
十
色
と

い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
式
や
図
を
使
っ

て
表
現
す
る
。
こ
の
種
の
問
題
は
、
子
ど
も
の
「
算

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
」
で�

子
ど
も
の
学
習
到
達
度
を
測
る�

ス
パ
イ
ラ
ル
を
重
視
し
た�

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
」
で�

算
数
的
な
考
え
方
を
伸
ば
す�

平
良
小
学
校
は
、単
元
の
始
ま
り
と
終
わ
り
に
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
」
と
い
う
独
自
の
文
章
題
を
課
し
て
�

子
ど
も
の
到
達
度
を
測
り
、反
復（
以
下
、ス
パ
イ
ラ
ル
）を
意
識
し
た
学
習
を
行
っ
て
い
る
。�

算
数
の
知
識
と
毎
日
の
生
活
と
の
関
連
を
実
感
さ
せ
な
が
ら
、知
識
の
習
得
と
活
用
を
図
っ
て
い
る
。�

広
島
県
廿
日
市
市
立
平
良
小
学
校
�

学
校
事
例
�

算
数
的
な
考
え
方
の
育
成
�

は
つ

か

い
ち
�

へ
　
ら
�

２００３年度から文部科学省「学力向
上フロンティア事業」（２年間）の指
定を受け、国語科と算数科の学力向
上に取り組む。０５年度からは「人権
教育総合推進地域事業」（３年間）の指定を受け、算数科を中心に問題解決型
の学習の充実に取り組んでいる。校舎は瀬戸内海を一望できる高台にあり、教室
は壁を取り払ったオープンスペースになっている。�

S c h o o l  D a t a

校長◎岡本美紀子�

児童数◎７０８名　学級数◎２３学級（うち特別支援学級２）�

所在地◎〒７３８‐００６０　広島県廿日市市陽光台１‐４‐１�

ＴＥＬ◎０８２９‐３８‐０２５１　ＵＲＬ◎http://ww4.enjoy.ne.jp/̃herasho/
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数
的
な
考
え
方
」
の
成
果
を
測
る
上
で
は
有
効
だ
が
、

多
様
な
答
え
か
ら
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
学
習
到

達
度
を
分
析
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。�

　
そ
こ
で
同
校
で
は
、「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
注
１
）」

と
い
う
評
価
基
準
を
作
成
し
て
い
る
。
評
価
基
準
は

３
段
階
に
分
か
れ
、
判
断
の
参
考
に
す
る
た
め
に
各

段
階
の
子
ど
も
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
事
例
も
添
付
さ

れ
て
い
る
（
図
２
）。
教
師
は
こ
れ
を
基
に
、
子
ど

も
の
多
様
な
答
え
の
到
達
度
を
判
断
す
る
。
教
務
主

任
の
戸
崎
志
乃
婦
先
生
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
指
導

案
づ
く
り
の
指
針
に
な
る
と
話
す
。�

　「
本
校
で
は
、
す
べ

て
の
子
ど
も
を
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
課
題
の
Ⅱ
基

準
以
上
に
到
達
さ
せ
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
単
元
に
入
る
前

に
ゴ
ー
ル
を
決
め
、
そ

こ
に
至
る
ま
で
に
は
ど

の
よ
う
な
授
業
や
個
に

応
じ
た
指
導
が
有
効
な

の
か
を
考
え
な
が
ら
計

画
を
練
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
か
ら
逆
向
き
に

考
え
て
単
元
づ
く
り
を

す
る
の
が
、
本
校
の
特

徴
で
す
」�

���
　
子
ど
も
を
判
断
基
準
の
Ⅱ
以
上
と
い
う
ゴ
ー
ル
に

到
達
さ
せ
る
た
め
に
、
単
元
の
始
め
に
、
関
連
す
る

既
習
事
項
の
到
達
度
を
把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た

手
立
て
を
立
案
す
る
。
算
数
は
積
み
上
げ
型
の
教
科

だ
。
前
段
階
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
を
し
っ
か
り
身
に

つ
け
て
い
な
い
と
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
入
る
こ
と
は

難
し
い
。
そ
こ
で
、
同
校
は
新
し
い
単
元
を
始
め
る

前
に
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
設
定
し
て
い
る
。�

　「
単
元
前
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
は
、
こ
れ

か
ら
学
ぶ
単
元
の
内
容
と
か
か
わ
り
が
深
い
既
習
事

項
の
到
達
度
を
測
り
ま
す
。
４
年
生
の
『
式
と
計
算
』

で
い
え
ば
、
３
年
生
ま
で
に
学
習
し
た
加
法
・
乗
法

の
結
合
法
則
、
乗
法
の
分
配
法
則
を
理
解
し
て
い
る

か
、
図
や
式
で
表
せ
る
か
を
確
認
し
ま
す
。
そ
の
結

　カレーパーティーをクラス全員でしたいと思います。あなたは、材料の買い出し係です。クラス
の人数は３６人です。肉好きな人が２４人、魚好きな人が１２人います。みんなで楽しくカレーパー
ティーができるように２種類のカレーを作ります。カレーの材料は、レシピに書いてあります。その
他のものは持ち寄ります。�
　先生に品物を買った順番や買ったものがわかるように図・式・言葉で説明しましょう。�
　計算間違いがないように計算をくふうしてください。買った順番がわかるように、また、まとめて
買うときには、（　）などの計算のきまりを使ってできるだけひとつの式で表し、代金をもとめましょ
う。さて、計算上手はだれかな？�

カレーレシピ�
（６人分）�

カレールー ・・・・１箱�

じゃがいも ・・・・６こ�

にんじん ・・・・・３本�

玉ねぎ ・・・・・・・３こ�

肉 ・・・・・・・・・１００ｇ�

魚 ・・・・・・・・・３切れ�

�
肉�
１００ｇ ２００円�

にんじん�
１袋６本�
 ３００円�

じゃがいも�
１袋５こ�
 １５０円�

魚�
６切れ ３００円�

カレールー�
１箱 ２００円�

玉ねぎ�
１袋１０こ�
 ４００円�

６箱買うと�
１００円引き�

タイムサービス�
１０円引き�

なんでも�
ばら売りＯＫ�

■評価規準／具体的な場面を四則計算の混合式で表し、効率よく計算することができる�

■判断基準とパフォーマンス事例�

判断基準�
（到達基準はⅡ以上）� 児童のパフォーマンス事例�

Ⅲ�

Ⅱ�

Ⅰ�

既
習
事
項
の
確
認
に
よ
っ
て�

学
習
の
つ
ま
ず
き
を
防
ぐ�

パフォーマンス課題の例�図１�

パフォーマンス課題の評価例�図２�

廿
日
市
市
立
平
良
小
学
校�

戸
崎
志
乃
婦
　Tosaki S

hinobu


教
務
主
任
。６
学
年
担
任�

廿
日
市
市
立
平
良
小
学
校�

福
田
陽
子
　Fukuda Yoko


研
究
主
任
。
少
人
数
指
導
担
当�

�

具体的な場面を四
則計算の混合式
にすることができ、
計算のきまりを使っ
て、効率よく計算す
ることができる。�

具体的な場面を四
則計算の混合式
にすることができ、
効率よく計算する
ことができる。�

注１　rubric。絶対評価のための判断基準表のこと。�
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果
を
受
け
、
反
復
学
習
を
多
め
に
行
う
、
授
業
内
容

を
変
え
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
す
」（
福
田
先
生
）�

　
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
ス
パ
イ
ラ
ル
の
重
視

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
同
校
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
課
題
は
、
そ
う
し
た
指
導
を
意
識
し
た
も
の
だ
。�

　「
新
し
い
学
習
に
入
る
際
に
は
、
前
に
学
ん
だ
こ

と
を
必
ず
振
り
返
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば

体
積
の
比
較
で
は
、
面
積
の
比
較
の
学
習
を
思
い
出

さ
せ
ま
す
。
す
る
と
、
子
ど
も
は
『
面
積
の
比
較
の

学
習
で
は
長
方
形
の
中
に
タ
イ
ル
が
何
枚
入
る
か
で

比
べ
た
け
れ
ど
、
体
積
で
の
比
較
で
も
同
じ
よ
う
に

箱
が
何
個
入
る
か
で
比
べ
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
、
前
の
学
習
の
延
長
に
あ
る
』
と
い
う
こ

と
に
気
づ
き
ま
す
。
こ
れ
は
学
習
の
つ
ま
ず
き
を
な

く
す
上
で
大
切
な
こ
と
で
す
」（
戸
崎
先
生
）�

　
同
校
で
は
、
授
業
の
進
め
方
や
教
材
の
接
続
に
も

気
を
配
っ
て
い
る
。
前
の
学
年
を
担
任
し
た
教
師
に
、

ど
の
よ
う
な
教
材
を
使
い
、
ど
の
よ
う
に
教
え
た
か

を
聞
き
、
で
き
る
だ
け
関
連
性
の
あ
る
教
材
を
使
い
、

同
じ
教
え
方
で
授
業
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。�

���

　「
授
業
展
開
案
」
に
も
工
夫
を
凝
ら
す
。
図
３
は
、

４
年
生
の
「
式
と
計
算
」
の
単
元
の
あ
る
１
回
分
の

授
業
展
開
案
で
あ
る
。
１
時
間
を
「
で
あ
う
」「
つ

か
む
」「
見
通
す
」「
調
べ
る
」「
た
し
か
め
る
」「
ま

と
め
る
」
の
要
素
で
構
成
し
て
い
る
。�

　「
で
あ
う
」「
つ
か
む
」「
見
通
す
」
で
は
、
子
ど

も
に
今
日
の
授
業
に
対
す
る
興
味
を
喚
起
さ
せ
、
見

通
し
を
持
た
せ
な
が
ら
、
既
習
事
項
の
確
認
を
行
う
。

次
に
「
調
べ
る
」
で
算
数
的
活
動
や
言
語
活
動
に
取

り
組
ま
せ
る
。
そ
し
て
、「
た
し
か
め
る
」
で
友
だ

ち
と
一
緒
に
活
動
を
し
、
最
後
に
学
習
の
成
果
を
自

分
の
言
葉
で
「
ま
と
め
る
」
と
い
う
流
れ
だ
。�

　「
こ
れ
は
子
ど
も
に
『
数
学
的
な
力
』
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
と
き
の
展
開
案
で
す
。
毎
時
間
こ
の
よ
う

に
授
業
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
知
識
を
し
っ
か
り

習
得
さ
せ
た
い
と
き
に
は
ド
リ
ル
的
な
学
習
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
算
数
の
学
力
は
計
算
問
題

が
で
き
た
だ
け
で
身
に
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

算
数
的
活
動
を
し
な
が
ら
、
自
分
で
考
え
て
答
え
を

見
つ
け
る
。
自
分
の
考
え
を
表
現
し
、
友
だ
ち
と
話

し
合
い
な
が
ら
考
え
を
練
り
上
げ
て
い
く
。
そ
う
し

た
過
程
を
通
じ
て
算
数
的
な
思
考
力
を
育
て
る
こ
と

が
、
私
た
ち
の
授
業
の
ね
ら
い
で
す
」（
戸
崎
先
生
）�

　
そ
し
て
、
ね
ら
い
と
し
た
ゴ
ー
ル
に
到
達
し
て
い

る
か
ど
う
か
を
測
る
の
が
、
単
元
の
最
後
に
行
う
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
あ
る
。�

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
平
良
小
学
校
の
取
り
組
み
は
、

「
単
元
の
達
成
目
標
」
と
い
う
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
が
ひ
と
つ
な
が
り
に
な
っ
て
編
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ス
パ
イ
ラ
ル
や
算
数

的
活
動
、
言
語
活
動
を
ど
の
よ
う
に
授
業
に
取
り
入

れ
る
べ
き
か
、
ヒ
ン
ト
に
な
る
部
分
が
多
い
は
ず
だ
。�

・問題を読む（一斉・個人）�
・問題場面の確認をする�
�
・レシピの確認「何人分かな」�
・売り場の絵図から価格の確認をする�
「いくらなのかな」�

【読む】�
課題の中で「わかっていること」「たず
ねていること」「説明する必要がある事
柄」を整理して、場面を読み取ることが
できる�

過程� 学習活動（予想される児童の反応）� 言葉の力との関連�

であう�

つかむ�

【書く】�
・買い物の仕方について式化し、計算
の順序を説明する�
「レシピは４人分だから、８人分を考えて
代金をもとめよう」（４人分の分量→８
人分の分量）�
「レシピは４人分だから、４人分の代金
から８人分の代金を考えよう」（４人分
の代金→８人分の代金）�
「品物ごとの代金を式に表してみよう」�
「計算の順序を考えて工夫しよう」�
「四則計算・（　）の使い方はどうかな」�
「計算間違いをしないよう確かめよう」�

【書く】�
既習事項を基にしながら、試行して考え
たり、考えながら試行したりする活動を
通して、見つけたことを自分なりに表現
することができる�

見通す・�
調べる�

【話す①】ペアトーク�
・買い物の仕方について、自分の考えと
の違いや共通点、よさについて交流す
る（ペアトーク）�
「４人分からかな？　８人分からかな？」�
「品物ごとの式はどうかな？」�
「計算の順序はどうかな？　工夫は？」�

【聞く・話す】�
自分の考えと比べながら聞くことができる。
適切な接続詞を活用し、自分の考えを
筋道立てて話すことができる�
�
【書く】�
学習したことについて、学習内容や友
だちの意見などとの関連を明確にしなが
ら表現することができる�

たしかめる�

【話す②】個人 全体�
・買い物の仕方について、複合式の計
算の順序について説明する�

まとめる�
（いかす）�

【話す③】個人 全体�
・自分の考えとの違いや共通点、よさに
ついて交流する�

お好み焼きレシピ�
（４人分）�

むしそば ・・・・・・４玉�
肉 ・・・・・・・・・１００ｇ�
もやし ・・・・・・・１袋�
キャベツ ・・・・半分�

その他はみんなで�
持ち寄ります�

【問題】お好み焼きパーティーを開きたいと思います。あな
たは材料の買い出し係です。参加人数は８人です。材料は
レシピに書いてあります。（　）など計算のきまりを使って、
ひとつの式で代金をもとめましょう。みんなでおいしいお好み
焼きが食べられるように間違えずに計算しましょう。�
�スーパーＱ　スペシャルプライスデー�
・むしそば　３玉　９０円（ばら売りもできます）�
・肉　１００ｇ　１２０円（さらに30円引き）�
・もやし　１袋　３０円�
・キャベツ　１玉　１８０円（半分100円）�
�

算
数
的
活
動
や
言
語
活
動
を�

授
業
の
流
れ
の
中
に
取
り
入
れ
る�

授業の展開例�図３�
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���　
加
賀
屋
は
、
能
登
半
島
の
七
尾
湾
に
面
し
た
和
倉
温
泉
に
位
置

し
て
い
る
。
能
登
空
港
か
ら
車
で
約
５０
分
と
、
必
ず
し
も
ア
ク
セ

ス
の
よ
い
立
地
条
件
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
間
３０
万
人
を

超
え
る
宿
泊
客
が
訪
れ
る
。
宿
泊
客
の
目
当
て
は
、
温
泉
や
料
理

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
加
賀
屋
伝
統
の
〝
心
づ
く
し
の
お
も
て
な

し
〞
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
他
の
旅
館
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な

い
極
上
の
も
て
な
し
が
、
２８
年
連
続
日
本
一
と
い
う
記
録
を
支
え

て
い
る
。�

　
加
賀
屋
の
従
業
員
は
パ
ー
ト
等
も
含
め
る
と
約
8
0
0
人
に

の
ぼ
る
。
そ
の
内
、
宿
泊
客
を
担
当
す
る
接
客
係
は
約
2
0
0

人
。
２
０
０
８
年
３
月
に
は
２２
人
の
新
入
社
員
を
採
用
し
た
。�

　
新
入
社
員
は
ま
ず
１
週
間
の
集
中
講
義
に
よ
っ
て
、
挨
拶
や
礼

儀
作
法
な
ど
の
基
礎
教
育
を
受
け
る
。
そ
の
後
２
か
月
〜
２
か
月

半
に
わ
た
り
、
先
輩
の
教
育
係
に
付
き
添
い
な
が
ら
実
際
の
接
客

を
手
伝
い
、
業
務
の
基
本
を
学
ぶ
。
そ
し
て
入
社
３
か
月
後
に
行

わ
れ
る
社
内
審
査
に
合
格
す
る
と
、
１
人
で
宿
泊
客
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
る
。�

　
だ
が
、
こ
の
教
育
期
間
だ
け
で
、
〝
も
て
な
し
の
心
〞
を
新
入

社
員
に
教
え
込
む
こ
と
は
難
し
い
。
客
に
応
じ
た
臨
機
応
変
な
対

応
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
し
に
く
い
も
の
だ
か
ら
だ
。
３
か
月
の

社
内
教
育
を
経
た
後
も
、
自
然
な
も
て
な
し
が
身
に
付
く
ま
で
は

常
に
考
え
、
学
び
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。�

　
で
は
、
加
賀
屋
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
接
客
の
姿
勢
と
精
神

を
社
員
た
ち
に
伝
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
小
田
孝
信

社
長
に
接
客
の
ポ
リ
シ
ー
か
ら
聞
い
た
。�

　「
加
賀
屋
で
は
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、『
笑
顔
で
気
働
き
』
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
接
客
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
し
て
い
ま
す

が
、『
規
則
で
す
か
ら
』
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
対
応
を
す
る
と
、

逆
に
お
客
様
に
は
失
礼
に
あ
た
り
、
お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
く
ま
で
も
基
礎
で
あ
り
、
そ

の
応
用
こ
そ
が
気
働
き
に
な
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
マ
ニ
ュ
ア

N u m b e r 2

教える現場　　育てる言葉�

クレームとエピソードを通じて�
伝承される接客の精神�
マニュアルを超えた“気働き”が日本一を支える�

能登　和倉温泉　加賀屋�

ク
レ
ー
ム
の
周
知
と
分
析
が
�

〝
気
働
き
〞の
ヒ
ン
ト
に
�

客に応じた臨機応変な対応を求められる接客業は、新人教育が難しい業種だといわれている。�
「プロが選ぶ日本のホテル・旅館１００選」で２８年連続総合日本一という記録を誇る�

加賀屋を訪ね、サービスやもてなしの精神が�
どのように若い世代に受け継がれているのか、話をうかがった。�

かがや　能登（石川県）和倉温泉の老舗旅館。１９０６（明
治３９）年創業。風光明媚な立地と丁寧な接客が評判を呼
び、「プロが選ぶ日本のホテル・旅館１００選」（旅行新聞
新社主催）において８１年以降、２８年連続総合日本一を獲
得する。客室数２４６部屋。社員数はパート・アルバイトを
含めて約８００人。�

能登　和倉温泉　加賀屋�

おだ・たかのぶ　加賀屋４代目社長。�
慶應義塾大学卒業後、旅行会社勤務を経て家業を引き継ぐ。�

加賀屋社長　小田孝信�
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ル
と
気
働
き
の
境
を
新
入
社
員
に
伝
え
る
の
は
た
い
へ
ん
難
し

い
。
そ
こ
で
大
切
に
し
て
い
る
の
が
お
客
様
の
ク
レ
ー
ム
で
す
。

ク
レ
ー
ム
の
内
容
を
分
析
す
る
と
、『
こ
う
対
応
す
れ
ば
ク
レ
ー

ム
に
は
な
ら
な
か
っ
た
』
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
ク
レ
ー

ム
は
気
働
き
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
す
」�

　
加
賀
屋
で
は
、
客
か
ら
受
け
た
ク
レ
ー
ム
を
す
べ
て
ま
と
め
て

「
ク
レ
ー
ム
白
書
」
を
作
成
し
、
ク
レ
ー
ム
の
再
発
防
止
を
徹
底

し
て
い
る
。
ま
た
、
年
に
３
回
、
全
社
員
を
集
め
て
の
「
ク
レ
ー

ム
ゼ
ロ
大
会
」
を
開
催
し
、「
ク
レ
ー
ム
大
賞
」
の
表
彰
も
行
う
。

ク
レ
ー
ム
大
賞
は
大
失
態
を
演
じ
た
社
員
に
対
す
る
表
彰
で
あ

る
。�

　「
ク
レ
ー
ム
大
賞
は
決
し
て
吊
る
し
上
げ
の
た
め
に
や
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
ク
レ
ー
ム
は
、
そ
れ
を
分
析
し
て
解
決

策
を
社
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
加

賀
屋
の
財
産
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
表
彰
を
行
っ
て

い
る
の
で
す
」（
小
田
社
長
）�

 
ク
レ
ー
ム
を
単
な
る
苦
情
で
は
な
く
、
〝
奇
貨
〞
と
し
て
受
け

止
め
る
こ
と
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
な
い
気
働
き
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
社
員
一
人
ひ
と
り
に
蓄
積
し
て
い
く
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

新
入
社
員
の
教
育
係
を
務
め
る
長
子
さ
ん
も
ま
っ
た
く
同
じ
考
え

だ
。�

　「
新
人
の
失
敗
談
は
、
新
人
全
員
が
集
ま
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

披
露
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
失
敗
の
中
身
に
つ
い
て
は
厳
し
く

叱
り
ま
す
が
、
そ
の
後
に
必
ず
『
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
あ
り
が

と
う
』
と
い
う
言
葉
を
付
け
加
え
ま
す
。
ク
レ
ー
ム
は
加
賀
屋
で

働
く
私
た
ち
の
肥
や
し
に
も
な
る
か
ら
で
す
」�

��� 
し
か
し
、
ク
レ
ー
ム
を
受
け
た
当
人
は
、
そ
こ
ま
で
納
得
し
て

新
人
の
や
る
気
を
向
上
さ
せ
る
�

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
環
境
づ
く
り
�

加賀屋の姉妹館「あえの風」の接客風景�

能登　和倉温泉　加賀屋�

クレームとエピソードを通じて�
伝承される接客の精神�
マニュアルを超えた“気働き”が�

日本一を支える�

教える現場　　育てる言葉�
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素
直
に
発
表
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
表
彰
や
失
敗
談
の
公
表

は
、
下
手
を
す
れ
ば
社
員
の
強
い
反
発
を
招
き
か
ね
な
い
。
だ
が

加
賀
屋
に
は
、
そ
ん
な
反
発
を
生
じ
さ
せ
な
い
独
特
の
風
土
が
あ

る
よ
う
だ
。�

　
そ
の
一
つ
は
、
新
人
を
言
葉
だ
け
で
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、

自
ら
率
先
し
て
行
動
し
て
み
せ
る
こ
と
で
教
え
込
ん
で
い
く
と
い

う
伝
統
で
あ
る
。
長
子
さ
ん
は
、「
教
え
る
こ
と
を
必
ず
先
に
や

っ
て
見
せ
る
」
と
い
う
。
入
社
し
た
ば
か
り
の
新
入
社
員
も
、「
長

子
姉
さ
ん
の
指
導
に
は
と
て
も
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
姉

さ
ん
が
や
っ
て
見
せ
て
く
れ
て
、
そ
の
後
に
『
い
っ
し
ょ
に
や
っ

て
み
な
さ
い
』
と
お
っ
し
ゃ
る
か
ら
で
す
」
と
語
る
。�

　
加
賀
屋
の
も
う
一
つ
の
風
土
は
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
づ

く
り
を
重
視
し
て
い
る
点
だ
。
小
田
社
長
は
「
加
賀
屋
は
企
業
で

は
な
く
家
業
」
だ
と
い
う
が
、
こ
う
し
た
考
え
方
も
、
日
々
の
体

験
を
通
し
て
新
人
た
ち
の
心
に
し
っ
か
り
と
焼
き
付
け
ら
れ
て
い

く
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
新
入
社
員
の
言
葉
が
あ
っ
た
。�

　「
会
長
や
女
将
さ
ん
も
社
員
食
堂
で
食
事
を
し
て
い
る
し
、
館

内
で
す
れ
違
う
と
必
ず
『
お
疲
れ
さ
ま
』
と
い
っ
て
く
れ
ま
す
。

同
じ
職
場
で
同
じ
方
向
を
向
い
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
、
強
く
実
感
し
ま
す
」�

　
長
子
さ
ん
も
、「
新
人
は
自
分
の
孫
だ
と
思
っ
て
接
し
て
い
る
」

と
語
る
。
加
賀
屋
で
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
大
切
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
入
社
員
へ
の
教
育
が
〝
指
導
〞
で
は
な
く
、

〝
親
心
〞
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

先
輩
社
員
の
心
情
が
確
実
に
新
人
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
次

の
よ
う
な
新
人
の
言
葉
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。�

「
長
子
姉
さ
ん
は
、『
注
意
す
る
の
は
期
待
し
て
い
る
か
ら
だ
よ
』

と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
立
派
に
成
長
し
た
姿
を
早
く
姉
さ
ん
に

見
せ
た
い
で
す
」�

�

���　
ク
レ
ー
ム
の
分
析
と
社
員
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
、
気
働
き

と
い
う
〝
伝
え
に
く
い
も
の
〞
を
伝
え
る
た
め
の
第
一
の
方
法
だ

と
す
れ
ば
、
第
二
の
方
法
が
気
働
き
の
具
体
例
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

形
で
伝
承
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
例
え
ば
長
子
さ
ん
は
、
新

人
に
対
し
て
事
あ
る
ご
と
に
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て

聞
か
せ
て
い
る
。�

　「
あ
る
家
族
の
お
座
敷
の
世
話
を
し
て
い
る
と
、
電
話
器
の
横

に
お
じ
い
さ
ん
の
写
真
が
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、

本
当
は
こ
の
お
じ
い
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
加
賀
屋
に
宿
泊
す
る
予

定
だ
っ
た
の
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
だ
と
気
付
き
、
黙
っ
て

一
膳
多
く
据
え
る
と
、
家
族
全
員
が
感
激
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
」�

　
気
働
き
の
本
質
が
〝
臨
機
応
変
の
気
遣
い
〞
だ
と
す
れ
ば
、
そ

れ
を
公
式
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
形
で
伝
え
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

気
働
き
を
発
揮
す
る
間
合
い
や
、
客
が
何
に
感
激
す
る
の
か
を
直

感
的
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
感
動
と
い
う
要
素

が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気
働
き
は
、
新
人
の
血
肉
と
な
っ
て

定
着
し
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

　
加
賀
屋
で
は
新
入
社
員
研
修
の
座
学
で
も
、
い
く
つ
も
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
幹
部
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
。
あ
る
新
人
が
こ
ん
な
話
を

披
露
し
て
く
れ
た
。�

　「
常
備
し
て
い
な
い
県
外
の
銘
柄
の
日
本
酒
を
お
客
様
が
ご
注

文
に
な
っ
た
と
き
、『
置
い
て
お
り
ま
せ
ん
』
と
答
え
ず
に
、
即

座
に
車
を
飛
ば
し
て
県
外
ま
で
買
い
に
走
っ
た
と
い
う
専
務
の
話

を
聞
い
て
、
加
賀
屋
は
そ
こ
ま
で
や
る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
」�

�

���　
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
も
重
要
な
社
員
教
育
の
一
環

だ
。「
連
続
日
本
一
の
記
録
を
途
絶
え
さ
せ
る
な
」
と
上
か
ら
い

っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
社
員
は
そ
の
気
に
は
な
ら
な
い
。
働
く
こ

と
の
意
義
を
明
確
に
伝
え
る
こ
と
で
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
に
努
め
て
い
る
。�

　「
ま
ず
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
気
働
き
が
、
会
社
の
利
益
に
直

結
し
て
い
る
の
だ
と
は
っ
き
り
伝
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
お
客
様

と
の
会
話
で
誕
生
祝
い
で
お
見
え
に
な
っ
た
こ
と
に
気
付
き
、
小

さ
な
ケ
ー
キ
を
お
出
し
す
る
こ
と
は
コ
ス
ト
的
に
は
ほ
ん
の
わ
ず

か
な
こ
と
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
お
も
て
な

し
に
多
く
の
お
客
様
が
感
動
し
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
積

み
重
ね
は
確
実
に
加
賀
屋
の
繁
盛
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
社
員

の
気
働
き
が
会
社
の
評
価
に
直
結
し
て
い
る
と
共
に
、
自
分
の
給

与
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
分
か
っ
て
も
ら
う
わ
け
で
す
。�

　
そ
れ
と
同
時
に
、
加
賀
屋
に
お
客
様
が
お
越
し
に
な
る
こ
と
で

旅
館
の
取
り
引
き
会
社
や
温
泉
街
の
商
店
な
ど
も
潤
い
、
地
元
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
社
員
に
話
し
ま
す
。
我
々

は
、
仕
事
を
通
し
て
地
域
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
意

識
は
、
社
員
に
と
っ
て
こ
の
上
も
な
い
誇
り
に
な
っ
て
い
ま
す
」

（
小
田
社
長
）�

　
こ
の
よ
う
に
自
分
た
ち
の
仕
事
の
意
義
を
明
確
に
し
、
繰
り
返

し
訴
え
る
こ
と
で
、
加
賀
屋
で
働
く
こ
と
は
社
員
の
プ
ラ
イ
ド
と

な
り
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
維
持
さ
れ
る
の
だ
。
ク
レ
ー
ム

を
生
き
た
教
材
と
し
、
教
え
る
対
象
を
家
族
の
一
員
と
し
て
処
遇

し
、
使
命
感
の
付
与
に
よ
っ
て
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
。
こ
う
し
た

教
え
る
知
恵
に
よ
っ
て
、
決
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
な
い
〝
も

て
な
し
の
心
〞
は
次
代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。�

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
じ
た
感
動
と
�

実
感
を
伴
う
伝
承
法
�

仕
事
の
意
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
�

プ
ラ
イ
ド
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
�
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北
区
立
赤
羽
小
学
校
は
、
Ｊ
Ｒ
赤
羽
駅

に
近
い
商
業
地
に
位
置
す
る
。
特
別
支
援

教
育
の
モ
デ
ル
校
で
あ
る
同
校
に
は
、
軽

度
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
や
外
国
籍
の

子
ど
も
が
多
い
。
多
様
な
背
景
を
持
つ
子

ど
も
に
配
慮
し
な
が
ら
、
保
護
者
の
理
解

を
得
て
教
育
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
重
点

を
置
い
て
い
る
。�

　
同
校
で
は
、
２
０
０
２
年
度
に
学
校
評

議
員
制
度
を
活
用
し
た
学
校
評
価
を
導
入
。

マ
イ
ナ
ス
評
価
も
含
め
て
情
報
公
開
を
徹

底
し
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
。
学
校
だ
よ
り
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

情
報
公
開
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
年
間
３３

回
に
及
ぶ
学
校
公
開
日
を
設
定
。
保
護
者

に
直
接
、
学
校
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
機

会
を
増
や
す
こ
と
で
、
学
校
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
。�

���

　
保
護
者
と
の
協
力
関
係
は
、
家
庭
学
習

習
慣
に
関
す
る
取
り
組
み
に
も
表
れ
て
い

る
。
同
校
で
は
、
毎
年
４
月
に
保
護
者
全

員
を
対
象
と
し
た
学
校
説
明
会
を
開
く
。

学
力
向
上
に
は
基
本
的
な
学
習
習
慣
と
生

活
習
慣
の
確
立
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に

は
家
庭
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
。

年
度
当
初
に
、
家
庭
で
の
役
割
を
し
っ
か

り
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

毎
日
の
宿
題
と
な
っ
て
い
る
「
音
読
」
に

は
、
家
庭
と
学
校
が
連
携
し
や
す
い
よ
う

に
「
音
ど
く
カ
ー
ド
」（
図
１
）
を
活
用
し

て
い
る
。�

　
同
校
で
は
、
国
語
の
教
科
書
の
音
読
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
声
に
出
し
て
読
む
こ

と
で
、
場
面
を
想
像
し
た
り
、
作
者
や
登

場
人
物
の
気
持
ち
を
考
え
た
り
す
る
な
ど

の
読
解
力
を
高
め
る
こ
と
が
狙
い
だ
。
毎

日
の
宿
題
と
し
て
１
日
１
回
以
上
の
音
読

が
全
学
年
に
課
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
と

き
に
保
護
者
は
子
ど
も
の
音
読
を
聞
い
て

「
音
ど
く
カ
ー
ド
」
に
サ
イ
ン
を
す
る
。
翌

日
、
子
ど
も
は
カ
ー
ド
を
担
任
に
提
出
。

担
任
は
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
、
下
校
ま
で

カードには、回数、声の大きさ、読む速さ、気持ちの込め方な
ど６つの項目があり、保護者は子どもの音読を聞いたあとに「よ
い◎」「ふつう○」「もう少し△」と3段階の印を付ける。そ
の際、「すごくていねいによめました」「すらすらよめるようにな
りました」「もっときもちをこめよう」といったコメントを、子ども
にあてて書き込む保護者もいる�

図1　「音どくカード」�

保
護
者
が
訪
問
し
や
す
い
よ
う
�

年
３３
回
の
学
校
公
開
日
を
設
定
�

子
ど
も
・
保
護
者
・
学
校
を�

つ
な
ぐ
「
音
ど
く
カ
ー
ド
」�

「
音
ど
く
カ
ー
ド
」
で�

家
庭
と
協
力
し
て�

子
ど
も
の
学
力
を
伸
ば
す�

東
京
都
北
区
立
赤
羽
小
学
校�

学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
子
ど
も
を
育
む
重
要
性
が
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。�

ど
う
す
れ
ば
子
ど
も
の
た
め
に
、う
ま
く
学
校
と
家
庭
が
連
携
で
き
る
の
か
。�

東
京
都
北
区
立
赤
羽
小
学
校
で
は
、学
校
評
価
の
導
入
を
皮
切
り
に
�

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
始
め
、保
護
者
と
の
連
携
を
深
め
て
い
る
。�
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に
子
ど
も
に
返
す
。
保
護
者
は
担
任
の
コ

メ
ン
ト
を
読
む
こ
と
で
、
学
校
で
の
子
ど

も
の
様
子
が
わ
か
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。�

　
保
護
者
も
か
か
わ
る
形
で
音
読
を
宿
題

に
し
た
ね
ら
い
に
つ
い
て
、
岩
津
泰
彦
校

長
は
「
子
ど
も
の
音
読
を
保
護
者
が
聞
く

こ
と
で
、『
上
手
だ
っ
た
ね
』
な
ど
親
子
の

会
話
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

保
護
者
に
は
『
音
読
の
時
間
は
た
っ
た
５

分
。
必
ず
毎
日
聞
い
て
く
だ
さ
い
』
と
保

護
者
会
な
ど
で
強
く
お
願
い
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
。
記
入
欄
が

狭
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
聞
い
て
い
て
話

の
内
容
が
よ
く
わ
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
い
っ
た
感
想
を
書

く
保
護
者
も
多
く
、

子
ど
も
の
励
み
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。

保
護
者
は
子
ど
も
の

成
長
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
学
校
へ
の

関
心
も
生
ま
れ
る
。

一
方
、
子
ど
も
に
と

っ
て
は
親
か
ら
の
励

ま
し
に
よ
っ
て
、
学

習
意
欲
を
高
め
な
が

ら
家
庭
学
習
の
習
慣

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
効
果
が
あ
る
。�

　
同
校
で
は
、
毎
日
の
宿
題
を
指
導
計
画

の
中
に
位
置
づ
け
る
試
み
も
始
め
た
。
全

学
年
全
学
級
が
、
１
週
間
分
の
授
業
の
内

容
が
書
か
れ
た
「
学
習
予
定
表
」（
図
２
）

に
宿
題
の
内
容
を
明
記
し
て
い
る
の
だ
。�

　「『
宿
題
は
毎
日
必
ず
出
る
』
と
保
護
者

に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
家
庭
学
習

習
慣
が
定
着
す
る
と
考
え
ま
し
た
。
保
護

者
が
子
ど
も
に
か
け
る
言
葉
が
『
今
日
は

宿
題
は
あ
る
の
？
』
で
は
な
く
、『
今
日
の

宿
題
は
何
？
』
に
変
わ
る
こ
と
に
は
、
大

き
な
意
義
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
田
中
一
男
主
幹
教
諭
は
話
す
。�

���

　
同
校
で
は
、
学
校
公
開
日
の
う
ち
保
護

者
に
参
加
し
て
も
ら
う
授
業
を
年
１
回
程

度
行
っ
て
い
る
。
図
工
の
授
業
で
保
護
者

と
子
ど
も
が
同
じ
作
品
を
作
っ
た
り
、
理

科
の
授
業
で
一
緒
に
実
験
し
た
り
と
い
う

内
容
だ
。�

　「
図
工
の
作
品
作
り
を
体
験
し
た
保
護
者

は
、『
作
品
を
作
る
の
は
結
構
大
変
だ
』
と

わ
か
り
ま
す
。
子
ど
も
が
作
品
を
家
に
持
っ

て
帰
っ
た
と
き
な
ど
、『
よ
く
頑
張
っ
た
ね
』

と
い
っ
た
励
ま
し
の
言
葉
が
自
然
と
出
る

よ
う
に
な
り
ま
す
」（
岩
津
校
長
）�

　
夏
休
み
に
は
、
全
保
護
者
を
対
象
と
し

て
個
別
に
学
習
相
談
会
を
実
施
。
北
区
の

学
力
調
査
の
結
果
を
基
に
、
通
知
表
だ
け

で
は
伝
え
き
れ
な
い
学
習
の
状
況
や
課
題

な
ど
を
１５
分
ほ
ど
話
し
合
う
。
特
に
課
題

の
あ
る
子
ど
も
に
つ
い
て
は
個
別
の
指
導

計
画
を
立
て
、
保
護
者
に
そ
れ
を
提
示
し

な
が
ら
現
状
や
支
援
の
方
策
を
説
明
し
、

共
通
理
解
を
得
る
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
赤
羽
小
学
校
は
保
護
者

と
顔
の
見
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
ね
な
が
ら
、
協
力
関
係
を
築
い
て
き
た
。

一
つ
ひ
と
つ
の
試
み
に
対
し
て
、
保
護
者

か
ら
称
賛
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
同
校
か
ら
の
働
き
か
け
に
保

護
者
は
確
実
に
応
え
て
い
る
。
小
さ
な
改

善
の
積
み
重
ね
が
、
学
校
と
保
護
者
の
信

頼
関
係
の
礎
と
な
っ
て
い
る
。�

学習予定表にはその週の学習の予定を明記している。全学年で全学級の担任がそれぞれ作
成し、毎週配付する。「子どもが今、何を学んでいるのかわかる」と保護者に好評だ�

図2　１週間の学習予定表�

子
ど
も
と
保
護
者
が�

共
に
学
ぶ
機
会
を
提
供�
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学
校
と
家
庭
と
の
連
携
は
大
切
だ
と
繰

り
返
し
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
う
ま
く
い
っ

て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。
そ
の

理
由
の
一
つ
に
、
家
庭
の
実
態
が
急
速
に

変
化
し
、
学
校
側
の
認
識
と
の
間
に
ず
れ

が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
学
校
で
は
、
暗
黙
の

う
ち
に
「
夫
婦
と
子
ど
も
２
人
」
を
標
準

的
な
家
庭
像
と
し
て
想
定
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
想
像
以
上
に
家
庭

の
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
変
化
は
家
庭
内
の
事
情
だ
け

に
、
表
立
っ
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
」
と
い
う

言
葉
を
「
保
護
者
」
と
置
き
換
え
た
だ
け

で
、
現
実
の
変
容
に
目
を
向
け
な
い
ま
ま
、

「
ど
の
子
も
み
ん
な
同
じ
」
と
い
う
仮
想
平

等
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
一
見
、「
標
準
的
」
な
家
庭
の
中

に
も
変
化
は
生
じ
て
い
ま
す
。
母
と
子
、

父
と
子
、
親
と
子
が
語
り
合
う
場
面
が
と

に
か
く
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
母
親
は

忙
し
く
、
父
親
も
不
在
。
子
ど
も
は
テ
レ

ビ
や
ゲ
ー
ム
に
没
入
す
る
。
語
り
合
い
の

な
い
空
虚
な
仮
面
家
族
の
中
で
、
子
ど
も

は
と
に
か
く
勉
強
し
ろ
と
追
い
立
て
ら
れ

な
が
ら
思
春
期
を
迎
え
て
し
ま
う
。
ど
の

子
ど
も
に
も
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
の
が
現
状
な
の
で
す
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ

て
、
形
だ
け
の
学
校
と
家
庭
の
連
携
の
機

会
を
増
や
そ
う
と
し
て
も
、
な
か
な
か
う

ま
く
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。�

���
　
学
校
と
家
庭
が
連
携
を
す
る
の
は
、
あ

く
ま
で
も
子
ど
も
の
た
め
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
大
切
な
こ
と
は
想
像
力
を
働
か
せ

て
目
の
前
に
い
る
子
ど
も
を
見
る
こ
と
で

す
。「
ど
ん
な
気
分
で
朝
を
迎
え
、
学
校
に

登
校
し
、
帰
宅
後
は
何
を
し
て
い
る
の
か
」

と
学
校
外
で
の
姿
も
含
め
、
子
ど
も
の
１

日
を
想
像
す
る
。
ク
ラ
ス
に
い
る
３０
名
の

子
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
生
活
を
感
じ
て

み
る
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
瞬
間
に
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
目
を
配
り
、
い
つ

も
と
違
う
様
子
を
感
じ
た
ら
「
ど
う
し
た

の
」
と
声
を
か
け
る
。「
何
で
も
な
い
」
と

言
う
か
も
し
れ
な
い
し
、「
今
日
、
お
母
さ

ん
の
元
気
が
な
か
っ
た
」
と
答
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、

子
ど
も
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
通
じ
て
家
庭
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
て
く
る
の
で
す
。�

　
目
の
前
の
子
ど
も
に
想
像
力
を
働
か
せ
、

何
を
欲
し
て
い
る
か
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
。

そ
し
て
、
子
ど
も
が
学
校
に
い
る
間
、
少

し
ず
つ
働
き
か
け
な
が
ら
元
気
に
し
て
い

け
ば
、
子
ど
も
は
元
気
を
家
庭
に
持
ち
帰

り
、
家
庭
も
少
し
元
気
を
取
り
戻
す
。
そ

れ
が
、
連
携
の
根
本
に
あ
る
も
の
で
す
。「
今

日
、
学
校
で
友
だ
ち
や
先
生
と
遊
ん
で
、

す
ご
く
面
白
か
っ
た
」
と
子
ど
も
が
保
護

者
に
伝
え
れ
ば
、「
い
い
先
生
だ
ね
」
と
保

護
者
は
言
う
で
し
ょ
う
。
す
る
と
翌
日
、

子
ど
も
は
先
生
に
「
お
母
さ
ん
が
い
い
先

生
だ
っ
て
言
っ
て
い
た
」
と
伝
え
に
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
日
々

の
や
り
と
り
の
中
で
よ
い
循
環
を
生
み
出

す
こ
と
。
よ
い
循
環
が
生
ま
れ
な
い
な
ら
、

目
の
前
の
子
ど
も
の
学
び
を�

共
に
考
え
よ
う
と
す
る
こ
と
が�

連
携
の
第
一
歩�

�

東
京
大
学
生
相
談
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
本
部
　�

亀
口
憲
治
　

特
任
教
授
　K

a
m

e
g

u
c

h
i K

e
n

ji

学
校
と
家
庭
の
連
携
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
る
の
は
た
や
す
い
。し
か
し
、「
連
携
の
た
め
に
」
と
�

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
立
ち
上
げ
た
り
、保
護
者
の
協
力
を
改
め
て
求
め
る
の
は
、�

現
在
の
多
忙
な
学
校
現
場
に
お
い
て
は
大
変
な
こ
と
だ
。目
の
前
に
い
る
子
ど
も
を
通
じ
て
、�

家
庭
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、東
京
大
の
亀
口
憲
治
特
任
教
授
に
聞
い
た
。�

家
庭
は
多
様
化
し�

親
子
関
係
も
変
化
し
た�

目
の
前
の
子
ど
も
を
通
じ
て�

学
校
と
家
庭
が
連
携
す
る�

IN
T

E
R

V
IE

W

九
州
大
大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
専
門
は
臨
床
心
理
学
、家
族
心
理
学
、家
族
療
法
。
著
書
に�

『
体
験
型
の
子
育
て
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
１５
』（
図
書
文
化
社
）、『
家
族
療
法
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）な
ど
。�

22［小学版］ 2008 Summer



障
害
を
ど
う
す
れ
ば
取
り
除
け
る
か
と
考

え
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
学
校
と
家
庭
と
の

連
携
の
第
一
歩
な
の
で
す
。�

　
新
し
い
取
り
組
み
を
立
ち
上
げ
な
く
て

も
、
多
く
の
学
校
が
行
う
保
護
者
会
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
直
接
立
ち
入
る

こ
と
が
難
し
い
事
柄
に
も
働
き
か
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
護
者
会
を
夫
婦
関
係

や
子
ど
も
と
の
関
係
を
考
え
る
た
め
の
機

会
と
し
て
捉
え
直
す
の
で
す
。�

　
例
え
ば
、
夫
婦
関
係
や
親
子
関
係
を
見

直
す
た
め
、
保
護
者
同
士
で
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
（
注
１
）
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

父
親
役
が
疲
れ
て
自
宅
に
帰
っ
て
く
る
。

そ
こ
に
母
親
役
が
「
あ
な
た
、
聞
い
て
！

今
日
、
う
ち
の
子
が
友
だ
ち
と
け
ん
か
し

た
の
よ
」
と
い
き
な
り
話
し
始
め
る
。
す

る
と
、
父
親
役
を
演
じ
た
お
母
さ
ん
は
、「
疲

れ
て
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
い
き
な
り

ワ
ー
ッ
と
話
さ
れ
る
と
、
や
め
て
ほ
し
い

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
」
こ
と
で
し
ょ
う
。

相
手
の
立
場
を
演
じ
て
み
て
、「
私
も
相
手

に
嫌
な
思
い
を
さ
せ
て
い
る
」
と
気
付
い

て
も
ら
う
の
で
す
。
気
付
い
た
こ
と
を
家

に
持
ち
帰
り
、
夫
と
の
関
係
に
生
か
せ
ば
、

「
い
つ
も
口
げ
ん
か
を
し
て
い
る
の
に
、
今

日
の
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
い
い
感
じ

だ
」
と
子
ど
も
は
敏
感
に
察
知
す
る
で
し
ょ

う
。
保
護
者
会
の
場
で
家
庭
内
の
空
気
を

変
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
、
家
庭

や
子
ど
も
を
援
助
す
る
わ
け
で
す
。�

���

　
夏
休
み
の
宿
題
で
も
、
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
家
庭
内
の
空
気

を
変
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
れ
ま
す
。
親

子
で
一
緒
に
何
か
に
取
り
組
む
と
い
う
宿

題
を
出
し
、
共
有
体
験
の
機
会
に
す
る
の

で
す
。
例
え
ば
、「
親
子
で
紙
粘
土
細
工
を

し
、
そ
の
感
想
文
を
書
く
」
と
い
う
宿
題

で
す
。
親
子
が
一
緒
に
紙
粘
土
細
工
を
作

る
。
普
段
は
あ
ま
り
日
曜
大
工
や
工
作
を

し
な
い
父
親
が
、
意
外
に
器
用
に
粘
土
を

こ
ね
、
そ
ん
な
父
親
を
見
た
母
親
が
「
昔

の
お
父
さ
ん
は
ね
…
…
」
な
ど
と
、
普
段

は
語
ら
な
い
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り

出
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
親
子
で
同
じ
作

業
を
す
る
時
間
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
頃
、
心
に
埋
も
れ
て
い
る
も
の
が
ふ
と

出
て
く
る
機
会
に
な
る
の
で
す
。�

　
こ
う
し
た
場
は
、
親
が
子
ど
も
に
普
段

と
違
う
顔
を
見
せ
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

子
ど
も
が
紙
粘
土
を
ふ
ざ
け
て
放
り
投
げ

た
。
い
つ
も
な
ら
「
何
を
す
る
の
！
」
と

怒
り
出
す
よ
う
な
母
親
が
、
一
緒
に
ふ
ざ

け
て
、
粘
土
の
投
げ
合
い
っ
こ
を
す
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
些
細
な
こ
と
が
、

親
の
意
外
な
一
面
に
子
ど
も
が
気
づ
く
チ
ャ

ン
ス
に
な
り
ま
す
。「
何
か
、
温
か
く
て
い

い
な
」
と
、
子
ど
も
の
口
を
つ
い
て
出
た

言
葉
は
、
心
の
動
き
や
体
感
を
伴
っ
た
言

葉
と
し
て
、
そ
の
胸
に
刻
ま
れ
る
で
し
ょ

う
。�

　
一
昔
前
は
、
家
族
の
年
中
行
事
が
あ
り

ま
し
た
。
梅
雨
明
け
に
畳
を
干
す
、
年
末

に
障
子
を
貼
り
替
え
る
な
ど
、
特
に
機
会

を
つ
く
ら
な
く
て
も
日
常
の
中
に
家
族
の

行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
親
と
子
が
同
じ
体

験
を
し
な
が
ら
、
日
頃
は
交
わ
さ
な
い
よ

う
な
会
話
を
し
、
一
緒
に
ほ
っ
と
す
る
時

間
を
過
ご
せ
た
。
そ
ん
な
家
族
の
光
景
が

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
今
、
そ
の
機
会
を
つ

く
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
も
、
学
校

と
家
庭
の
連
携
の
大
切
な
モ
デ
ル
と
な
る

の
で
す
。�

保護者向け冊子�
「子どもの表現力が�
きらきら輝く本」�

�
�

詳しくは、�
『VIEW21』�

表紙裏面の案内を�
ご覧ください。�

夏
休
み
の
宿
題
も�

親
子
の
対
話
の
機
会
と
な
る�

ベ
ネ
ッ
セ
は
、『
学
校
＆
家
庭
　

学
び
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。
�

ベ
ネ
ッ
セ
は
２
０
０
７
年
度
か
ら
「
家
庭
学
習
に
関
す
る
冊
子
」
や
「
教
育
に
関
す
る
情
報
冊
子
」
な
ど
を
先
生
方
や
ご
家
庭
に
無
料
で

提
供
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
学
校
＆
家
庭
　
学
び
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。�

２
０
０
８
年
６
月
は
、「
表
現
力
ぐ
ん
ぐ
ん
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
保
護
者
向
け
冊
子
「
子
ど
も
の
表
現
力
が
き
ら
き
ら
輝
く
本
」

の
お
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
に
子
ど
も
た
ち
の
表
現
力
を
伸
ば
す
機
会
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
る
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
の
ご
応
募
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
た
め
に
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。�

学校＆家庭　学び応援プロジェクト�
ホームページ�
http://www.benesse.co.jp/
manabiouen/
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注１　カウンセリング学習・心理療法などにおいて、ある役割を積極的に演じること�



���

　「
教
材
の
拡
大
提
示
」
は
、
授
業
の
節
目

な
ど
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
手
法
で
す
。
従

来
か
ら
模
造
紙
、
掛
け
図
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
な
ど

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
」
や
「
電
子
黒
板
」
と
い
っ

た
拡
大
提
示
用
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が
普
及
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
機
器
の
特
徴
は
、
パ
ソ
コ
ン

に
手
軽
に
接
続
で
き
る
こ
と
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
画
面
、
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
静
止
画
・
動

画
も
映
し
出
せ
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
な
く

て
も
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
接
続
す
れ
ば
、

撮
影
し
た
画
像
を
拡
大
提
示
で
き
る
の
で

す
。
画
像
を
繰
り
返
し
提
示
し
た
り
、
瞬

時
に
切
り
替
え
た
り
、
拡
大
率
を
変
え
る

こ
と
も
簡
単
で
す
。
こ
れ
ら
を
授
業
に
取

り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な

効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。�

①
理
解
の
促
進
・
補
完�

日
常
で
は
体
験
・
観
察
で
き
な
い
こ
と

や
技
能
習
得
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
繰

り
返
し
示
す
こ
と
で
、
理
解
を
促
す�

②
学
習
内
容
の
焦
点
化
・
共
有
化�

大
画
面
に
映
し
出
す
こ
と
で
、
ク
ラ
ス
全

員
の
視
線
を
１
点
に
集
中
さ
せ
ら
れ
る�

　
画
面
を
簡
単
に
表
示
で
き
る
た
め
、
授

業
を
テ
ン
ポ
よ
く
進
め
ら
れ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

や
電
子
黒
板
は
、「
第
２
の
黒
板
」
と
し
て

利
用
価
値
の
あ
る
ツ
ー
ル
な
の
で
す
。�

　
あ
え
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
導
入
す
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
な
い
先
生
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
拡
大
提
示
用
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
最
大
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で

の
指
導
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
必
要
が
な

い
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
特
性
を
十
分
に

把
握
し
た
上
で
、
黒
板
や
模
造
紙
な
ど
普

段
使
っ
て
い
る
ツ
ー
ル
と
併
せ
て
使
う
こ

と
で
、
学
習
効
果
が
２
倍
に
も
３
倍
に
も

な
る
の
で
す
。
次
に
示
す
事
例
を
参
考
に
、

少
し
ず
つ
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
と
の
併
用
で�

２
倍
、
３
倍
の
相
乗
効
果
が�

教
材
の
拡
大
提
示
も�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
な
ら�

テ
ン
ポ
よ
く
進
む
！�

��
教
材
を
拡
大
し
て
見
せ
る
こ
と
は
、子
ど
も
の
興
味
を
引
き
出
し
た
い
と
き
や
、�

あ
る
事
柄
を
強
調
し
た
い
と
き
な
ど
に
有
効
な
手
法
と
し
て
従
来
か
ら
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。�

今
回
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
」
や
「
電
子
黒
板
」
と
い
っ
た�

拡
大
提
示
用
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
用
い
る
メ
リ
ッ
ト
や
導
入
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。�

講師�

活用度UP!　ワンポイントアドバイス�
�

独立行政法人メディア教育開発センター教授。数多くの小・中学校で
指導・助言を行っている。�

ひと� し�

中川一史先生�

明日から使える�

　　　　  講座�

第2回　プロジェクター・電子黒板�

持ち運び・準備に手間をかけない工夫を�
　ＩＣＴ機器が各教室になく、ＩＣＴ機器を使用するたびに移動させて準
備をするとなると、手間も時間もかかります。そこで、あらかじめプロジェ
クターとパソコン、ビデオデッキなどの必要な機材をカートなどにひとまと
めにしておくのです。そうすれば、教室
にカートを運び、電源につないでスイッチ
を入れるだけですぐ使えます。授業のた
びにケーブルなどを接続する必要がなく
なり、もっと気軽にＩＣＴ機器を使えるはず
です。このカートを校舎の各階に１台ず
つ設置しておけば、重い機材を持って階
段を上り下りする必要もなくなるでしょう。�
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写真提供／山形県川西町立犬川小学校� 写真提供／北海道石狩市立生振小学校�

写真提供／北海道札幌市立美しが丘緑小学校、（財）日本視聴覚教育協会� 写真提供／北海道石狩市立生振小学校�

1�
�
�

まず１人ずつ、実際に「ジャンプシュート」「チェストパ
ス」「バウンズパス」をさせ、うまくできないことを実感
させます。�

2�
�
動きのモデルとなる動画をプロジェクターに投影して確認。
一時停止やスロー再生を駆使して、ポイントの解説をし
ます。�

3 再度、練習させます。動画で確認したポイントと、自
分の動きの違いを確認し、正しいフォームができるよう
指導します。�

動作の手本として�
動画を大きく見せる�

活用場面バスケットボールのパスとシュートの�
基本的な動作を学ぶ（3年生・体育）�

1
事例�

1�
�
�

海付近の台風の映像を見せ、それをきっかけに、その
他の場所にどのような被害が出るかを予想させ、子ども
たちの考えを黒板に記します。�

2�
�
予想させた後、電子黒板（大画面プラズマテレビ）を
使って台風による実際の被害の映像を視聴させ、予想
を検証します。映像は鮮明で再現性も高いため、子ど
もには強く印象に残るでしょう。これにより、経験した
ことのないことへの理解を促します。�

映像による疑似体験によって�
理解を深める�

活用場面台風が起こるとどのような影響がある�
のかを考察する（5年生・理科）�

2
事例�

1�
�
�

プロジェクターで黒板の右側に教科書を映し、クラス全
員に授業の進行が一目でわかるようにします。投影し
た教科書の重要箇所にはチョークで印を付け、注意を
促します。黒板の左側には、本時の課題と立式のた
めの考え方を板書し、授業終了まで残しておきます。�

2�
�
授業の終盤に、プロジェクターを止めて（レンズ前にあ
るシャッターを閉じるだけ）、代わりに子どもが練習問題
の答えを書くための作業スペースとして使用します。�

授業進行の道しるべとして�
教科書を大きく見せる�

活用場面「1桁の整数×1の位が0の2桁の整数」�
の計算を学習する（3年生・算数）�

3
事例�

1�
�
�

教科書の発展問題をデジタルカメラで撮影し、パソコン
に取り込んでおきます。これをプロジェクターなどでスクリー
ンに拡大提示します。�

2�
�
提示した発展問題を説明し、学習活動の見通しを持た
せてから、各自の教科書に考えや答えを書き込ませます。�

3 提示された教科書の画像に、子どもがマーカーで解答
を書き込みながら答え合わせをします。全員が同じ画像
を使って作業しているので、解答のプロセスの共有が
容易にできます。�

拡大提示した教科書を使って�
解答のプロセスを共有する�

活用場面「分数×整数」「分数÷整数」の�
発展問題を学習する（6年生・算数）�

4
事例�

◎スクリーンに画像を投影する�

◎広い教室などにも対応可能な大スクリーン�

　に拡大できる�

◎軽くて運搬が楽�

�

主な拡大提示用ＩＣＴ機器の特徴比較�

プロジェクター�

◎テレビ型のモニターに画像を映す�

◎色の再現性が高く、画像が鮮明�

◎画面に手書きができる�

電子黒板�
（プラズマタイプ）�

おやふる�

おやふる�
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２
０
０
８
年
告
示
の
新
学
習
指
導
要
領

で
の
生
活
科
の
目
標
に
は
、「
自
分
と
身
近

な
人
々
、
社
会
及
び
自
然
と
の
か
か
わ
り

に
関
心
を
も
ち
」、
児
童
の
「
自
立
へ
の
基

礎
を
養
う
」
こ
と
と
あ
り
、
基
本
的
な
内

容
は
、
新
教
科
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た

８９
年
告
示
の
学
習
指
導
要
領
を
踏
襲
し
て

い
る
。�

　
た
だ
、
子
ど
も
の
現
状
を
見
る
と
、
母

親
以
外
の
他
者
と
の
か
か
わ
り
や
自
然
と

触
れ
合
う
機
会
な
ど
が
、
近
年
、
減
少
し

て
い
る
傾
向
も
見
て
と
れ
る
（
図
１
、
２
）。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
生
活
科
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
だ
ろ
う
。�

　
生
活
科
の
実
践
に
目
を
向
け
る
と
、
指

導
で
大
き
な
位
置
を
占
め
る
体
験
学
習
な

ど
の
手
法
は
、
近
年
、
多
く
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
よ
う
だ
（
図
３
）。
一
方
で
、「
教

材
準
備
の
時
間
が
十
分
に
と
れ
な
い
」
こ

と
を
９
割
以
上
の
教
師
が
悩
み
と
し
て
感

じ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
（
図
４
）。

文学・小説・�
物語・童話�
などの�
本を読む�

読みたい�
本を�

本屋さんで�
探して買う�

家で�
ペットや�

動物・植物�
の世話を�

する�

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（％）�

（％）�

母親�

きょうだい�

友だち�

100 20 30 40 50 60 70 80

1

平日、幼稚園や保育園以外で遊ぶときにだれと一緒の場合が多いかという
問いの上位３項目。「母親」と答える比率が１９９５年から０５年にかけて大幅
に上昇している。一方で「きょうだい」や「友だち」の比率は下がっている。
９５年は「きょうだい」や「友だち」の回答比率が「母親」よりも高かっ
たが、０５年では「母親」の回答比率が最も高い。母親以外の他者とか
かわる機会が少ないまま、小学校へ入学するケースが多いことが考えられる�

日常の中で各項目をどれくらいしているかという問いに対し、「よくする」と「時々
する」の回答を合計したデータ。本を読む、読みたい本を本屋で探して買う
などの活動は、０１年から０６年にかけて上昇している。家で動物・植物の世
話をしている小学生の割合は、９６年時点では一度増加したものの、０６年は
９０年以降最も低い数値が出ている。このような体験を家庭でしている子ども
は減少傾向にあるといえそうだ�

幼児が一緒に遊ぶ相手�

）�

2
小学5年生が日常生活の中でしていること（時系列）�
＊数値は「よくする」と「時々する」の合計。※は９６年に該当項目なし�

�

母親以外の他者と�
かかわる経験が減少　�

家で動植物の世話をする�
割合は減少�

■ ９５年（１,６９２人）�
■ ００年（１,６０１人）�
■ ０５年（２,２９７人）�

■ 90年（2,578人）�
■ 96年（2,665人）�
■ 01年（2,402人）�
■ 06年（2,726人）�

＊複数回答。「その他」を含む９項目の中から選択�

   71.7

　　 68.6
　　   74.6 

　　　   74.9
　　　　  78.8

69.7
　71.1 

60.5
70.0

   62.7
59.4 

　  55.1
 　　　　　 68.6
  　　　　 80.9 

 　60.3
 　61.2
49.9 

　   56.1
  51.9

47.0 

※�

実態把握� 低 �
学 �
年 �
か �
ら �
の �
学 �
び �
と �
指 �
導 �

体
験
を
生
活
科
の
軸
に�

今
の
子
ど
も
は
、
社
会
や
自
然
と
か
か
わ
る
体
験
が
少
な
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。
生
活
科
は
、
そ
の
体
験
を
補
う
機
会

と
し
て
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
改
め
て
そ
の
意
義
が

強
調
さ
れ
た
。
今
号
で
は
、
効
果
的
な
生
活
科
の
指
導
に

つ
い
て
考
え
る
。�

生
活
科
に
お
け
る�

体
験
の
充
実
と
質
の
向
上
が
課
題�
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忙
し
い
日
々
の
業
務
の
中
で
、
体
験
型
の

授
業
を
準
備
す
る
こ
と
は
決
し
て
た
や
す

い
こ
と
で
は
な
い
。�

　
生
活
科
導
入
直
後
に
は
、
生
活
科
の
実

践
に
つ
い
て
、「
準
備
が
ひ
と
苦
労
」「
担

任
の
負
担
が
多
す
ぎ
る
」「
学
校
で
の
指
導

に
は
あ
る
程
度
の
限
界
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
家
庭
で
の
生
活
科
が
親
の
意
識

で
高
め
ら
れ
る
と
い
い
」「
ど
れ
だ
け
そ
こ

か
ら
学
ん
で
く
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い

の
で
不
安
」
な
ど
の
声
が
挙
が
っ
て
い
る

（
注
１
）。�

　
今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
あ
た
っ

て
は
、「
学
習
活
動
が
体
験
だ
け
で
終
わ
っ

て
い
る
こ
と
」、「
活
動
や
体
験
を
通
し
て

得
ら
れ
た
気
付
き
を
質
的
に
高
め
る
指
導

が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
な
ど

が
、
研
究
指
定
校
の
調
査
な
ど
か
ら
見
え

た
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
こ
と
を
改
善
す
る
と
共
に
、
新
し
い

内
容
と
し
て
「
身
近
な
人
々
と
伝
え
会
う

活
動
」
も
盛
り
込
ま
れ
た
（
図
５
）。�

　
多
忙
な
中
で
、
体
験
学
習
や
伝
え
合
う

活
動
を
取
り
入
れ
、
同
時
に
、
体
験
や
活

動
を
効
果
的
に
子
ど
も
の
学
び
へ
と
つ
な

げ
、
広
げ
て
い
く
た
め
の
授
業
の
ポ
イ
ン

ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
次
ペ
ー

ジ
の
東
京
都
練
馬
区
立
石
神
井
小
学
校
の

実
践
か
ら
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
。�

4

3

「教科の授業において、次のような方法を用いていますか」という問いで、教師
が方法ごとに教科（複数可）を選んだデータである。生活科では、「体験学習」
「フィールドでの学習」は５教科の中でトップであり、体験の手法が多く取り入
れられていることがわかる。ただ、文部科学省は、学習指導要領改訂にあたり「体
験だけに終わらせない」、「体験を通して得られた気付きを質的に高める」指導
を今後の課題として指摘している�

＊複数回答。この設問は、３～６年生担任の教師は「国語」「社会」「算数」「理科」、１～
２年生担任の教師は「国語」「算数」「生活」の教科すべてを担当している教師のみの
回答で算出している。ここでの数値は、「国語」「算数」は１～６年生担任の１,４７８人、「社
会」「理科」は３～６年生担任の８９６人、「生活」は１～２年生担任の５８２人を母数として
算出している�

�
「次のような悩みをどれくらい感じていますか」という問いに対し、「とてもそう思う」
と「まあそう思う」の割合が高かった上位の項目である。これによると、９割の
教師が「教材準備の時間が十分にとれない」ことを悩みとして感じていることが
わかる。また、事務処理や残業に負担を感じている教師も多い。準備時間が
不足している中、体験学習をどう充実させていくかが課題だ�

授業での指導の方法（小学校教師）�

（％）�

小学校教師の悩み　＊数値は「とてもそう思う」「まあそう思う」の合計�

0 20 40 60 80 100

教材準備の時間が�
十分にとれない�

作成しなければ�
ならない事務書類�

が多い�

休日出勤や�
残業が多い�

生活科の授業では�
体験を多く取り入れる�

「小学校教師の悩み」第1位は�
「授業の準備時間不足」�

90.7

87.5   

72.1　　　　 

児童にテーマを選ばせて行う学習�
（テーマ学習）�

国語�

29.3

43.6

13.3

3.9

社会�

61.3

82.0

49.9

73.5

生活�

46.7

61.3

93.8

88.7

算数�

3.0

15.1

28.4

2.4

理科�

23.5

48.9

71.2

41.3

児童に課題やテーマを与えて行う�
調べ学習�

学校内での体験的方法による�
学習（体験学習）�

学校外の現場・フィールドでの�
体験的方法による学習�

（％）�

5 2008年告示�
学習指導要領での生活科�

目標�
具体的な活動や体験を通して、自分と身近な人々、社会及び自然とのか
かわりに関心をもち、自分自身や自分の生活について考えさせるとともに、
その過程において生活上必要な習慣や技能を身に付けさせ、自立への基
礎を養う。�

�
改善の基本方針・改訂の要点（編集部により抜粋）�
・人や社会、自然とかかわる活動を充実し、�
自分自身についての理解などを深めるよう改善�

・安全教育や自然の素晴らしさ、生命の尊さを�
実感する学習活動を一層充実�

・気付きをもとに考えたりすることなど、�
気付きを質的に高める観点から、活動や体験を充実�

・身近な人 と々伝え合う活動を行い、�
進んで交流できるようにする内容を新設�

改訂の前提となった課題（編集部により抜粋）�
「学習活動が体験だけで終わっていること」、「活動や体験を通して得られた気
付きを質的に高める指導が十分に行われていないこと」、「表現によって活動や
体験を振り返り考えるといった、思考と表現の一体化という低学年の特質を生か
した指導が行われていないこと」などが指摘されている。�

◎出典�
「小学校学習指導要領　平成20年3月」「幼稚園教育要領、小学校学習指導要領及び中
学校学習指導要領の改定案等のポイント」「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別
支援学校の学習指導要領等の改善について（答申）」（８.各教科・科目等の内容）�

●図１出典�
Benesse教育研究開発センター「第３回
幼児の生活アンケート報告書　国内調査」��
◎調査方法�
郵送法（自記式アンケートを郵送により配布・
回収）��
◎調査時期�
第１回１９９５年２月、第２回２０００年２月、
第３回２００５年３月��
◎調査対象�
第１回首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、
埼玉県）の１歳６か月～６歳就学前の幼
児を持つ保護者１,６９２人�
第２回首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、
埼玉県）、および地方都市（富山市、大分市）
の１歳６か月～６歳就学前の幼児を持つ
保護者３,２７０人　※経年での比較には、地
方都市からの回答を分析から除外�
第３回首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、
埼玉県）の０歳６か月～６歳就学前の乳
幼児を持つ保護者２,９８０人　※経年での
比較には、０歳６か月～１歳５か月の乳
幼児を持つ保護者の回答を分析から除外�
�
�
�

●図２出典�
Benesse教育研究開発センター「第４回
学習基本調査報告書　国内調査　小学
生版」�　�
◎調査方法�
学校通しの質問紙による自記式調査��
◎調査時期�
第１回１９９０年、第２回１９９６年、第３回�
２００１年、第４回２００６年６～７月��
◎調査対象�
全国３地域［大都市（東京２３区内）、地方
都市（四国の県庁所在地）、郡部（東北地
方）］の小学５年生２,７２６人�
※第１回２,５７８人、第２回２,６６５人、第３
回２,４０２人�
�
●図３、４出典�
Benesse教育研究開発センター「第４回
学習指導基本調査」��
◎調査方法�
郵送法による質問紙調査��
◎調査時期�
２００７年８～９月��
◎調査対象�
小学校の教師調査については全国の公立
小学校の教師（学級担任のみ）１,８７２人　�

注１　国立教育研究所（当時）「小学校における体験的活動の継続的・発展的展開に関するカリキュラム開発の基礎的研究」（平成６年３月）より。調査時期は
１９９３年で、調査方法は学校長宛送付の自記式回答。調査対象は、小学校の中で生活科実践を行っている教師計１,３５０人。内訳は８９年～９２年までの
間の文部省（当時）指定校１０８校中の３７５人と全国無作為抽出３９２校中の９７６人。ここに挙げたものは、自由記述式の回答からの抜粋�
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石
神
井
小
学
校
で
は
、
体
験
活
動
を
軸

に
し
た
生
活
科
の
授
業
を
低
学
年
指
導
の

柱
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
の
方
針
は
、

低
学
年
の
子
ど
も
は
身
近
な
生
活
と
の
か

か
わ
り
を
通
し
て
成
長
す
る
と
い
う
考
え

に
基
づ
い
て
い
る
。
２
学
年
主
任
の
根
本

裕
美
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。�

　「
低
学
年
の
子
ど
も
に
新
し
い
こ
と
を
指

導
す
る
に
は
、
身
の
ま
わ
り
の
事
象
に
対

す
る
興
味
・
関
心
か
ら
出
発
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
点
、
新
学
習
指
導
要
領

に
規
定
さ
れ
て
い
る
生
活
科
の
九
つ
（
現

行
学
習
指
導
要
領
で
は
八
つ
）
の
内
容
（
図

１
）
は
、
い
ず
れ
も
子
ど
も
の
日
常
生
活

と
深
く
結
び
付
い
て
い
ま
す
。
生
活
科
を

起
点
に
し
て
興
味
・
関
心
を
引
き
出
し
て
、

子
ど
も
の
自
立
心
を
育
て
る
こ
と
が
、
本

校
の
低
学
年
指
導
の
目
標
で
す
」�

　
生
活
科
か
ら
芽
生
え
た
興
味
・
関
心
は
、

他
教
科
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
根
本
先

生
が
特
に
注
目
し
て
い
る
の
は
国
語
科
と

の
結
び
付
き
だ
。�

　「
以
前
に
比
べ
、
子
ど
も
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
な
ど
の
仮
想
的
な
世
界
で
過
ご
す
時
間

が
長
く
、『
体
験
』
の
機
会
は
明
ら
か
に
減
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
体
験
し

た
こ
と
で
な
け
れ
ば
、
自
分
の
言
葉
で
表

現
す
る
の
は
難
し
い
。
体
験
の
充
実
は
言

語
の
獲
得
に
も
よ
い
影
響
を
も
た
ら
す
、

と
考
え
て
い
ま
す
」�

　
生
活
科
で
地
域
住
民
と
交
流
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
は
相
手
の
立
場
に
合

わ
せ
た
話
し
方
を
自
然
と
身
に
つ
け
て
い

く
と
い
う
。
こ
れ
は
国
語
科
に
関
連
す
る
。

ま
た
、
動
物
の
飼
育
は
、
例
え
ば
体
長
を

物
差
し
で
計
測
す
る
こ
と
が
算
数
の
学
習

に
つ
な
が
り
、
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め

東京都練馬区立石神井小学校�

1 新学習指導要領で示されている�
生活科の9つの内容�
�

図�

１８７４（明治７）年設立の伝統校。生活科や
総合的な学習の時間を中心に、地域の人的・
物的な環境を教育に積極的に取り入れる。
近接する石神井公園の自然豊かな環境を
生かした環境教育にも力を注いでいる。�

校　長：　　登先生�
児童数：５７７人�
学級数：２２学級�

（うち特別支援学級４学級）�
所在地：〒１７７-００４５�

東京都練馬区石神井台１-１-２５�
T E L ：０３-３９９７-３２７７�
U R L ：http://www.shakujii-e.�

nerima-tky.ed.jp/

練馬区立�
石神井小学校�

Nemoto Hiromi

２学年主任、研究主任�

�

根本裕美�

①学校と生活�

②家庭と生活�

③地域と生活�

④公共物や公共施設の利用�

⑤季節の変化と生活�

⑥自然や物を使った遊び�

⑦動植物の飼育・栽培�

⑧生活と出来事の交流�

⑨自分の成長�

�

�

し
ゃ
く
じ

い�

東
京
都
練
馬
区
立
石
神
井
小
学
校�

体
験
重
視
の
生
活
科
を
指
導
の
柱
に
し�
2
年
間
で
学
び
を
つ
く
る�

実践事例�

生
活
科
を
起
点
に
広
が
る�

他
教
科
へ
の
学
び�

低 �
学 �
年 �
か �
ら �
の �
学 �
び �
と �
指 �
導 �

体
験
を
生
活
科
の
軸
に�
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の
題
材
と
し
て
道
徳
の
授
業
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
。�

���

　
同
校
の
生
活
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

２
年
間
の
流
れ
を
重
視
し
て
、
段
階
的
に

少
し
ず
つ
体
験
の
レ
ベ
ル
を
高
め
て
い
く

の
が
特
徴
だ
（
図
２
）。�

　
例
え
ば
、
１
年
生
の
「
が
っ
こ
う
だ
い

す
き
」
で
は
校
内
を
繰
り
返
し
探
検
さ
せ
、

２
年
生
の
「
こ
の
町
大
す
き
」
で
は
探
検

の
場
を
校
外
に
広
げ
る
。
町
を
探
検
さ
せ

る
こ
と
で
地
域
住
民
と
交
流
さ
せ
、
地
域

社
会
の
魅
力
に
気
づ
か
せ
る
。
そ
の
上
で

「
地
域
の
た
め
に
お
手
伝
い
を
し
よ
う
か
」

と
子
ど
も
に
声
を
か
け
て
、
職
場
体
験
に

結
び
付
け
て
い
く
。「
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
に

連
続
性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
意
欲
が
持
続

し
、
学
び
が
深
ま
り
ま
す
」
と
、
根
本
先

生
は
説
明
す
る
。�

　
幼
児
教
育
と
の
接
続
も
意
識
す
る
。�

　「
以
前
、
幼
児
と
の
交
流
活
動
で
、
１
年

生
が
ド
ン
グ
リ
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
工

作
を
用
意
し
て
幼
稚
園
児
を
迎
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ド
ン
グ
リ
ご
ま
だ
け
に
は
園

児
が
興
味
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
幼
稚

園
の
先
生
と
話
す
と
、
以
前
に
同
様
の
工

作
を
体
験
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
既

に
体
験
し
て
い
る
こ
と
か
ら
関
心
を
引
き

出
す
こ
と
の
難
し
さ
と
、
普
段
か
ら
幼
稚

園
や
保
育
所
と
の
関
係
を
つ
く
る
こ
と
の

大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
」（
根
本
先
生
）�

　
同
校
で
は
、
年
間
の
指
導
案
の
大
枠
を

作
成
し
た
上
で
、「
ど
の
よ
う
な
場
所
に
行

き
た
い
か
」「
ど
の
よ
う
な
動
物
・
植
物
を

育
て
た
こ
と
が
あ
る
か
」
な
ど
を
子
ど
も

や
保
護
者
に
聞
き
な
が
ら
、
実
際
の
活
動

内
容
を
調
整
し
て
い
る
。
生
活
科
は
準
備

や
運
営
に
時
間
や
労
力
を
要
す
る
た
め
、

複
数
の
指
導
プ
ラ
ン
を
考
え
、
教
師
の
力

量
や
子
ど
も
の
実
態
を
見
な
が
ら
年
度
ご

と
に
最
適
な
も
の
に
変
え
て
い
く
な
ど
、

無
理
の
な
い
計
画
立
案
を
心
が
け
て
い
る
。�

����

　
生
活
科
は
子
ど
も
の
個
性
を
生
か
し
た

学
び
を
行
う
の
に
適
し
た
教
科
だ
。
そ
の

利
点
を
最
大
限
に
引
き
出
す
に
は
、
個
々

の
子
ど
も
の
感
じ
方
や
考
え
方
の
違
い
を

見
逃
さ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
伸
ば
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
根
本
先

生
は
、「
生
活
科
で
は
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
動
く
た
め
、
担

任
１
人
で
指
導
す
る
の
に
は
限
界
が
あ
る
」

と
、
そ
の
難
し
さ
を
指
摘
す
る
。�

2 ２年間の流れを踏まえたカリキュラムを作成。例えば、１年生「がっこうだいすき」で校内を探検
する学習を生かし、２年生「この町大すき」では地域社会を探検。住民との交流を深め、仕事の
手伝いを体験し、更に発表会に発展させる。他教科との関連も意識している�

1、2年生�
生活科年間活動計画案（2008年度）�

図�
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学
期
　
35
時
間
　
�

2
学
期
　
42
時
間
�

3
学
期
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時
間
�
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�
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�

単元名�

1年生� 2年生�

4月�
�

5月�
�

6月�
�

7月�
�

9月�
�

10月�
�

11月�
�

12月�
�

1月�
�

2月�
�

3月�
�

月�
�

4月�
�

5月�
�

6月�
�

7月�
�

9月�
�

10月�
�

11月�
�

12月�
�

1月�
�

2月�
�

3月�
�

ともだちいっぱい�
がっこうだいすき�
・なかよしいっぱい�
・学校をたんけんしよう�
・どうぞよろしくあくしゅ大作戦�

２年生になったよ�
・１年生をむかえよう   ・１年生を案内しよう�

あしたへジャンプ�
・みんなみんな大きくなったね�
・わたし、ぼくの物語をつくろう�
・明日へジャンプ   ・みんなへありがとう�

みんなで遊ぼうよⅠ�
・みんなで遊ぶものを作ろう�

みんなで遊ぼうよⅡ�
・お正月遊びを楽しもう（名人・1年生）�
・冬のあじを楽しもう�

この町大すき 石神井大はっけん！Ⅰ�
● 町のお気に入りをさがそう�
●みんながつかう○○たんけん�

この町大すき 石神井大はっけん！Ⅱ�
● すてき発見たんけんに行こう�
●もっとなかよし石神井たんけん�
・お手つだいたんけんに行こう�
● この町大すき石神井大はっけん�
・つたえ合おうよ、石神井のすてきなところ�

あそびにいこうよ・夏�
・夏の石神井公園たんけん�
・楽しくみんなであそぼうよ�
�

もっとたんけん がっこうだいすき�
・なかよしいっぱい　すてきな学校�
・教えるね、案内するね�

わたしのかぞく�
・かぞくのとくいなこと�
・かぞくにこにこ大作戦�

もうすぐ２年生�
・できるようになったよ発表会�

あそびにいこうよ・秋�
・秋がいっぱい　・秋の石神井公園で遊ぼう　�
・秋の贈り物であそぼう　・秋の広場を創ろうよ�

あそびにいこうよ・冬�
・冬がいっぱい石神井公園�
・お正月遊びをしようよ�

ぐんぐんそだて・いきものとなかよしⅡ�
・種や実であそぼう　・虫とあそぼう�

ぐんぐん�
そだて・�
いきものと�
なかよしⅠ�
・きれいな�
花をさかせ
たいな�
・モルモット、�
こんにちは�
�

ぐんぐん�
そだてⅢ�
・きれいな�
花をさかせ
たいな�
�

ぐ
ん
ぐ
ん
�

そ
だ
て
Ⅱ
�

校内を探検�

学校を探検し、好
きな場所を見つ
けたり、働く人と
交流したりする。�

�

校内を案内�

1学期の学校探
検を振り返り、好
きな場所を調べる。
友だちや保護者
に好きな場所を
案内する。�

�

地域を探検�

地域を探検し、好
きな場所を見つ
けて教え合う。�

�地域でお手伝い�

地域のお店や公
共施設などで仕
事を手伝う。�

探検の発表会�

保護者やお世話
になった人を呼ん
で発表会を開く。�

�

探検の振り返り�

学校探検の思い
出を振り返る。好
きになった場所
や人について考
える。�

�

�

他教科との関連�

モルモットの飼育
を題材に、道徳で
命の大切さを教
える。�

他教科との関連�

国語「今週のニ
ュース」「よく見
て書こう」�

他教科との関連�

学活２「わたしの
誕生」�
国語「楽しかった
よ２年生」�
道徳「たんじょう
日」�

他教科との関連�

図工「うごくおも
ちゃ」�

他教科との関連�

図工「風とあそぼ
う　ヒラヒラコロ
コロ」�

他教科との関連�

国語「いいことい
っぱい１年生」�

ぐんぐんそだてⅠ�
・なにをそだてようかな   ・野菜名人に教わろう�

〈
実
践
に
見
ら
れ
る
工
夫
①
〉�

保
護
者
と
の
連
携
で
活
動
を�

充
実
さ
せ
る�

２
年
間
の
流
れ
を
考
え�

段
階
を
細
か
く
踏
ま
せ
る�
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そ
こ
で
同
校
で
は
、
保
護
者
の
協
力
を

得
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

モ
ル
モ
ッ
ト
の
飼
育
で
は
、
土
・
日
は
当

番
制
に
し
て
保
護
者
が
子
ど
も
と
一
緒
に

来
校
し
世
話
を
す
る
。
校
外
を
探
検
す
る

「
こ
の
町
大
す
き
」
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に

数
名
の
保
護
者
が
同
行
し
、
安
全
を
確
保

す
る
と
共
に
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
様

子
を
見
る
。
活
動
後
に
は
、
休
憩
所
を
設

け
て
、
保
護
者
か
ら
子
ど
も
の
様
子
を
聞

き
、
所
定
の
用
紙
に
子
ど
も
の
良
か
っ
た

こ
と
や
気
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
入
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。�

　「『
Ａ
く
ん
は
率
先
し
て
お
礼
を
言
っ
た
』

『
ほ
か
の
子
の
面
倒
を
見
て
い
た
』
な
ど
、

多
く
の
保
護
者
が
細
か
く
ぎ
っ
し
り
書
い

て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
姿

を
間
近
に
見
る
こ
と
で
、
保
護
者
の
生
活

科
へ
の
理
解
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
」（
根
本

先
生
）�

　
保
護
者
に
は
で
き
る
だ
け
自
分
の
子
ど

も
が
属
し
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
へ
の
同
行

も
呼
び
か
け
て
い
る
。�

　「
す
べ
て
の
保
護
者
が
参
加
す
る
わ
け
で

は
な
い
か
ら
で
す
。
自
分
の
子
ど
も
以
外

の
子
ど
も
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
、
保
護

者
自
身
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
も
考
え
て

い
ま
す
」（
根
本
先
生
）�

　
２
０
０
７
年
度
、「
こ
の
町
大
す
き
」
に

は
児
童
約
９０
名
に
対
し
て
８０
名
以
上
の
保

護
者
が
参
加
し
た
。
保
護
者
の
積
極
的
な

協
力
を
引
き
出
す
た
め
に
、
根
本
先
生
は

保
護
者
会
や
学
年
便
り
を
通
し
て
生
活
科

の
意
義
を
伝
え
る
と
共
に
、
日
頃
の
学
習

に
お
い
て
も
家
庭
と
の
連
携
が
で
き
る
よ

う
な
指
導
を
し
て
い
る
。�

　「
例
え
ば
、
朝
顔
を
育
て
る
学
習
で
は
、

通
常
、
つ
る
が
出
て
き
た
ら
支
柱
を
使
う

こ
と
を
教
え
ま
す
。
し
か
し
、『
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
、
家
の
人
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ

う
』
と
働
き
か
け
て
み
ま
す
。
そ
う
し
て
、

花
が
咲
い
た
ら
『
子
ど
も
の
頑
張
り
を
褒

め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
』
と
書
い
た
プ
リ

ン
ト
を
保
護
者
に
配
付
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
家
庭
と
の
連
携
を
心
が
け

る
の
で
す
」（
根
本
先
生
）�

　
低
学
年
の
保
護
者
に
は
、
子
ど
も
と
か

か
わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
。
教

師
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
そ
の
気
持
ち
を

行
動
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
、
保
護
者
と

● がっこうだいすき（1年生） ●�
● この町大すき（2年生） ●　�

＜概要＞�
「がっこうだいすき」�
グループごとに校内を探検し、好きな場所を見つけたり、校内で働く人について調べたりする。友だちや保護
者に自分のお気に入りの場所を紹介したり、学校の自慢を見つけたりするなどして学びを深める。�

「この町大すき」�
「がっこうたんけん」での学びを生かし、校外を探検する。子ども自身が計画を立て、付き添いの保護者と共
にグループごとに校外を探索。地域住民との交流を通し、地域の魅力を発見し、子ども同士で情報交換をする。
更に、地域の店舗や公共施設で仕事を手伝い、そこで学んだことを発表会で保護者や地域住民に向けて発
表する。�

＜ねらい＞�
「がっこうだいすき」�
校内を探検させて新しい生活の場に安心感や期
待を持たせる。人とかかわる楽しさや挨拶を交わ
す喜びを経験させる。�

「この町大すき」�
地域住民との交流から、地域の良さに気づかせ、
愛着を持たせる。仕事を手伝う体験から、社会
や仕事について考えさせる。数多くの住民との
交流を通し、丁寧な言葉遣いをするなどの社会
性を育てる。�

低 �
学 �
年 �
か �
ら �
の �
学 �
び �
と �
指 �
導 �

体
験
を
生
活
科
の
軸
に�
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の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
の
秘
訣
だ
と
い
う
。�

���

　
体
験
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
準
備
の
際

は
細
か
い
部
分
に
も
気
を
配
る
。
モ
ル
モ
ッ

ト
の
飼
育
で
は
、
事
前
に
保
護
者
に
対
し
、

「
動
物
を
飼
わ
せ
た
い
か
」
と
い
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
好
意
的
な
反
応
を
確
認

し
て
か
ら
活
動
を
始
め
る
。「
事
前
に
知
ら

せ
る
こ
と
で
協
力
を
得
ら
れ
や
す
く
な
る

か
ら
で
す
」
と
、
根
本
先
生
は
話
す
。
更

に
、
児
童
全
員
に
ア
レ
ル
ギ
ー
調
査
を
実

施
。
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど
も
が
い
た

ク
ラ
ス
で
は
ハ
ム
ス
タ
ー
の
飼
育
に
切
り

替
え
た
。
こ
れ
と
並
行
し
、
獣
医
師
と
も

連
携
を
図
っ
た
。�

　
地
域
社
会
を
舞
台
と
し
た
体
験
活
動
で

は
、
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の

協
力
も
欠
か
せ
な
い
。
職
場
体
験
の
訪
問

先
の
選
定
の
際
、
夏
休
み
中
に
２０
か
所
以

上
の
事
業
所
を
訪
れ
て
協
力
を
依
頼
し
た
。�

　「『
子
ど
も
に
大
人
が
働
い
て
い
る
姿
を

見
せ
、
社
会
や
仕
事
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

た
い
』
と
伝
え
る
と
、
大
半
の
方
は
快
く

応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。『
地
域
の
子
ど
も
の

役
に
立
ち
た
い
』
と
い
う
意
識
が
強
い
方

が
多
い
こ
と
を
実
感
し
、
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
」（
根
本
先
生
）�

　
事
前
指
導
と
し
て
、
訪
問
な
ど
の
前
に

は
子
ど
も
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
繰
り
返
さ
せ

る
。
そ
の
場
の
思
い
付
き
で
体
験
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
事
前
に
練
習
を
重
ね
て
本

番
に
臨
む
こ
と
で
、
自
信
を
持
つ
と
共
に

得
ら
れ
る
学
び
は
よ
り
大
き
く
な
る
。�

　「
子
ど
も
は
、
最
初
は
学
校
名
と
名
前
を

名
乗
る
く
ら
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、『
何

を
し
に
来
た
の
』
な
ど
と
根
気
強
く
問
い

か
け
る
う
ち
に
、『
○
○
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
く
だ
さ
い
』
と
状
況
に
応
じ
た
受
け

答
え
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
根
本

先
生
）�

����

　
体
験
に
よ
る
学
び
を
深
め
る
た
め
に
、

振
り
返
り
の
時
間
も
重
視
し
て
い
る
。「
子

ど
も
は
、
基
本
的
に
自
分
の
行
動
を
振
り

返
る
よ
う
な
こ
と
を
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
。『
楽

し
か
っ
た
』
と
い
っ
た
感
想
だ
け
で
終
わ

ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
教
師
の
指
導
は
重

要
で
す
」
と
、
根
本
先
生
は
強
調
す
る
。�

　
毎
時
間
の
終
わ
り
に
「
今
日
は
何
を
学

び
ま
し
た
か
」
な
ど
と
投
げ
か
け
て
、
各

自
に
振
り
返
ら
せ
る
と
共
に
、
小
単
元
ご

と
に
、
１
年
生
に
は
３
段
階
の
自
己
評
価

を
付
け
さ
せ
、
自
己
評
価
が
低
か
っ
た
子

ど
も
に
は
個
別
に
話
を
聞
く
。
２
年
生
で

は
「
わ
か
っ
た
こ
と
」「
考
え
た
こ
と
」「
今

度
、
学
び
た
い
こ
と
」
を
書
か
せ
る
。
こ

う
し
た
振
り
返
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
は

自
分
の
言
葉
を
身
に
つ
け
て
い
く
と
い
う
。�

　
あ
る
と
き
、
米
店
で
職
場
体
験
を
し
た

子
ど
も
の
感
想
が
「
す
ご
い
」
だ
っ
た
た

め
、「
何
が
す
ご
か
っ
た
の
」
と
聞
く
と
「
お

じ
さ
ん
が
い
つ
も
笑
顔
だ
っ
た
こ
と
」
と

答
え
た
。「
笑
顔
の
何
が
す
ご
い
の
」
と
続

け
る
と
「
４０
キ
ロ
の
お
米
を
担
い
で
い
る

の
に
笑
顔
で
お
客
さ
ん
と
話
し
て
い
た
の

が
す
ご
い
」
と
い
う
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。�

　「
子
ど
も
の
体
験
を
通
し
た
気
付
き
や
思

い
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
問
い
か
け
に
よ
り
、

自
分
の
言
葉
と
し
て
紡
ぎ
出
さ
れ
ま
す
。

中
に
は
、
最
後
ま
で
『
楽
し
か
っ
た
』
と

い
う
言
葉
し
か
出
な
い
子
ど
も
も
い
ま
す

が
、
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
時
間

は
か
か
っ
て
も
徐
々
に
自
分
な
り
の
表
現

を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
」�

　
子
ど
も
が
変
わ
る
瞬
間
を
目
の
当
た
り

に
で
き
る
こ
と
が
生
活
科
を
通
し
た
大
き

な
喜
び
、
と
根
本
先
生
は
語
る
。�

　「
準
備
や
運
営
は
大
変
で
す
が
、
生
活
科

で
は
子
ど
も
の
素
敵
な
笑
顔
を
見
ら
れ
る

場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。『
楽
し
く
学
ぶ
』

と
い
う
理
想
的
な
教
育
を
通
し
、
子
ど
も

が
変
わ
る
瞬
間
を
感
じ
取
れ
た
ら
す
ば
ら

し
い
と
思
い
ま
す
」（
根
本
先
生
）�

● モルモット飼育 ●�
＜概要＞�
１、２年生でモルモットを飼育する活動。事前に獣
医師に飼いやすい小動物を相談しておき、子どもが
図書館やインターネットで飼育方法を調べることから
始めた。グループごとに交代で世話をし、飼育日記
を書き、休日には当番の保護者と一緒にえさやりな
どを行う。３年生になると、１年生に飼育方法を教
え、モルモットを譲り渡して活動は終了する。�

＜ねらい＞�
１年生は自分中心の気持ちが強いため、きちんと
世話をするという責任感が弱い。そこで、モルモッ
トとの触れ合いや世話を通し、まずは「命の大切さ」
を実感させる。２年生になると徐々に責任感が芽
生え、「命を預かることの責任」を感じるようになる。�

〈
実
践
に
見
ら
れ
る
工
夫
③
〉�

自
分
の
言
葉
で�

体
験
を
振
り
返
ら
せ
る�

〈
実
践
に
見
ら
れ
る
工
夫
②
〉�

準
備
や
事
前
指
導
を
徹
底
す
る�
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　「
い
か
に
英
語
と
の
『
幸
せ
な
出
合
い
』

を
感
じ
さ
せ
る
か
。
そ
れ
が
小
学
生
に
英

語
を
教
え
る
教
師
に
と
っ
て
最
も
大
切
な

心
が
け
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」�

　
長
年
、
小
学
校
英
語
に
つ
い
て
研
究
し
、

教
材
の
開
発
な
ど
も
手
が
け
る
戸
田
市
立

戸
田
第
一
小
学
校
の
小
川
隆
夫
先
生
は
、

そ
う
話
す
。
特
に
大
切
な
の
が
、
英
語
を

「
学
習
す
る
も
の
」
と
し
て
で
は
な
く
、
日

本
語
と
同
じ
「
言
葉
」
で
あ
る
と
認
識
さ

せ
る
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
の
指
導

に
は
、「
国
語
の
導
入
期
の
指
導
が
参
考
に

な
り
ま
す
」
と
、
小
川
先
生
は
説
明
す
る
。�

　「
１
年
生
に
は
日
本
語
を
一
か
ら
教
え
る

の
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
を
通
し

て
吸
収
し
た
言
葉
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
す
。
英
語
も
同
じ
よ
う
に
、
子
ど

も
は
普
段
か
ら
多
く
の
英
語
を
見
聞
き
し

て
い
ま
す
し
、
会
話
で
は
カ
タ
カ
ナ
英
語

も
平
気
で
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
潜

在
的
な
英
語
力
を
引
き
出
し
て
い
く
指
導

に
よ
り
、
子
ど
も
は
英
語
を
『
言
葉
』
と

捉
え
て
興
味
を
持
つ
の
で
す
」�

　
最
初
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
教
え
、
次

に
単
語
や
文
章
に
入
る
と
い
う
従
来
の
教

科
書
的
な
流
れ
で
は
な
く
、
ま
ず
は
日
本

語
化
し
て
い
る
英
語
を
黒
板
に
書
き
出
し
、

本
来
の
意
味
や
発
音
と
の
違
い
を
比
べ
る

な
ど
、
身
近
な
英
語
か
ら
の
導
入
を
小
川

先
生
は
勧
め
る
。�

　
更
に
、
小
学
校
の
教
師
な
ら
で
は
の
強

み
を
生
か
し
、
他
教
科
と
関
連
さ
せ
た
指

導
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。�

　「
一
例
で
す
が
、
６
年
生
の
理
科
で
食
物

連
鎖
を
指
導
す
る
際
、『eat

』
と
い
う
単

語
を
使
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

Insects 
eat 

grass. 
R
ats 

eat 
insects. 

F
oxes 

eat 
rats.

　
と
い
う
具
合
に
で
す
。

こ
う
し
た
指
導
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
は
身

の
ま
わ
り
の
こ
と
を
英
語
で
表
現
で
き
る

こ
と
に
気
づ
く
の
で
す
」�

�����

　
小
川
先
生
が
、
小
学
校
英
語
の
「
基
礎
・

基
本
」
に
あ
た
る
要
素
と
し
て
重
視
し
て

い
る
の
が
、
英
語
の
「
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー
」

の
習
得
で
あ
る
。
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー
と
は
、

リ
ズ
ム
や
音
の
高
低
な
ど
の
要
素
で
構
成

さ
れ
る
、
そ
の
言
語
に
特
有
の
音
声
的
な

性
質
の
こ
と
だ
。�

　「
い
わ
ゆ
る
『
日
本
語
英
語
』
の
話
し
方

は
、
文
の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
平
坦
に

発
音
し
て
い
る
日
本
語
の
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー

を
、
そ
の
ま
ま
英
語
に
用
い
て
い
る
状
態

で
す
。
こ
う
し
た
話
し
方
は
、
外
国
人
に

と
っ
て
は
非
常
に
聞
き
取
り
に
く
く
、
ほ

と
ん
ど
理
解
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

個
々
の
単
語
の
発
音
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で

す
が
、
あ
る
程
度
の
長
さ
の
英
文
を
き
ち

ん
と
英
語
の
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー
に
乗
っ
て
話

す
練
習
を
す
る
こ
と
が
、
ま
ず
は
大
切
だ

”�

埼
玉
県
戸
田
市
立
戸
田
第
一
小
学
校
�

小
川
隆
夫
�

Ogaw
a Takao

埼
玉
県
戸
田
市
立
戸
田
第
一
小
学
校
　
小
川
隆
夫
先
生�

小
学
校
向
け
英
語
教
材
の
開
発
を
手
が
け
る
戸
田
市
立
戸
田
第
一
小
学
校
の
小
川
隆
夫
先
生
は
、�

「
英
語
の
基
礎
・
基
本
は
〝
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー
〞
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」
と
話
す
。�

プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー
と
は
、リ
ズ
ム
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、言
語
の
音
声
的
な
性
質
の
こ
と
。�

そ
の
習
得
の
た
め
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
短
文
を
音
読
す
る
〝
チ
ャ
ン
ツ
〞
を
活
用
し
た
学
習
を
提
唱
す
る
。�

�

国
語
の
指
導
を
参
考
に�

〝
勉
強
〞
で
は
な
く�

〝
言
葉
〞
だ
と
思
わ
せ
る�

基
礎
・
基
本
に
あ
た
る�

〝
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー
〞
を
習
得
し�

英
語
の
音
に
慣
れ
さ
せ
る�
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“
�

“
�

”�

”�

と
思
い
ま
す
」�

　
英
語
の
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー
は
、
内
容
語
（
名

詞
、
動
詞
、
形
容
詞
、
副
詞
な
ど
）
は
強

く
高
い
音
で
発
音
す
る
の
に
対
し
、
機
能

語
（
冠
詞
、
前
置
詞
、
代
名
詞
、
助
動
詞

な
ど
）
は
低
く
弱
い
音
で
発
音
し
、
し
ば

し
ば
内
容
語
に
飲
み
込
ま
れ
る
と
い
っ
た

特
徴
が
あ
る
。
こ
う
し
た
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー

の
習
得
に
有
効
な
の
が
、「
チ
ャ
ン
ツ
」
を

活
用
し
た
学
習
だ
と
い
う
。
チ
ャ
ン
ツ
と

は
、
一
般
に
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
唱
え
る
詩

や
言
葉
遊
び
を
指
す
（
図
１
）。
こ
れ
を
繰

り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
英
語
の
音
に
慣
れ

て
、
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー
が
自
然
に
身
に
つ
く

と
い
う
。�

　「
英
語
本
来
の
話
し
方
に
近
づ
く
と
共
に
、

ど
こ
に
気
を
つ
け
て
聴
け
ば
理
解
で
き
る

の
か
が
わ
か
っ
て
リ
ス
ニ
ン
グ
の
能
力
も

向
上
し
ま
す
」�

　
チ
ャ
ン
ツ
を
活
用
し
た
学
習
で
は
、
音

声
教
材
の
活
用
に
つ
い
て
、
発
想
の
転
換

が
必
要
だ
と
い
う
。�

　「
熱
心
な
教
師
ほ
ど
教
材
を
自
分
で
つ
く

ろ
う
と
し
ま
す
が
、
自
作
教
材
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
し
、
英
語
活

動
に
は
よ
い
音
源
が
必
要

で
す
。
特
に
プ
ロ
ソ
デ
ィ
ー

を
教
え
る
際
に
は
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音

声
を
聴
か
せ
る
の
が
最
も

効
果
的
で
す
。
自
分
で
す

べ
て
用
意
し
よ
う
と
せ
ず

に
、
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
音
声

教
材
を
積
極
的
に
使
い
ま

し
ょ
う
」�

　
チ
ャ
ン
ツ
や
歌
な
ど
の

指
導
の
際
に
小
川
先
生
が

重
視
す
る
の
が
、
教
師
が

率
先
し
て
大
き
な
声
を
出

す
こ
と
だ
。
そ
れ
に
よ
り
、

教
室
に
明
る
く
楽
し
い
雰
囲
気
が
生
ま
れ
、

子
ど
も
が
前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

る
。�

　「
こ
れ
ま
で
の
日
本
人
に
は
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
で
は
な
い
の
に
英
語
ら
し

い
発
音
を
す
る
の
が
『
気
恥
ず
か
し
い
』

と
い
う
感
覚
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
す
。

そ
れ
が
日
本
人
の
英
語
を
通
じ
に
く
く
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
英
語

を
学
び
始
め
る
子
ど
も
に
、
そ
の
よ
う
な

感
覚
を
持
た
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」�

　
と
は
い
え
、「
英
語
が
苦
手
」「
発
音
に

自
信
が
な
い
」
と
い
う
声
が
あ
る
の
も
事

実
。
小
川
先
生
は
次
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
。�

　「
指
導
を
良
い
機
会
と
し
て
、『
子
ど
も

と
一
緒
に
学
ぼ
う
』
と
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
実
際
、
私
の
ま
わ
り

に
は
、
チ
ャ
ン
ツ
や
歌
な
ど
で
自
ら
積
極

的
に
声
を
出
す
こ
と
で
苦
手
意
識
を
克
服

し
た
教
師
が
大
勢
い
ま
す
」�

������

　
小
川
先
生
は
、
指
導
内
容
に
子
ど
も
の

興
味
を
引
き
出
す
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ

と
も
提
唱
す
る
。
例
え
ば
、
従
来
は
ペ
ン

を
指
し
て
、 W

hat is this?

　
　T

hat is 

a pen.

　
と
い
っ
た
や
り
と
り
を
繰
り
返
す

指
導
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
わ
か
り
き
っ

て
い
る
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
子
ど
も
に
問
う

よ
う
な
や
り
と
り
を
し
て
も
、
興
味
は
続

か
な
い
。
小
川
先
生
は
、「
そ
れ
ま
で
の
学

習
や
経
験
を
基
に
し
て
、
考
え
さ
せ
た
り

推
測
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
内
容

を
取
り
入
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
」
と
説

明
す
る
。�

　
同
様
に
、
ゲ
ー
ム
や
歌
な
ど
で
授
業
を

構
成
す
る
際
に
は
、
学
年
ご
と
に
異
な
る

興
味
・
関
心
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
。�

　「
低
学
年
の
子
ど
も
は
み
ん
な
が
一
緒
に

歌
い
、
踊
り
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
が
楽

し
い
の
に
対
し
、
中
学
年
に
な
る
と
ペ
ア

や
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
練
習
し
、
競
争
す
る

ゲ
ー
ム
を
喜
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
身
の

ま
わ
り
の
も
の
を
英
語
で
話
す
の
が
楽
し

く
な
く
な
る
の
も
こ
の
学
年
で
す
。
高
学

年
の
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
何
か
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
英
語
の
学
習
に
や
り
が
い
を

感
じ
さ
せ
る
活
動
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
」�

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
小
川
先
生
が
考
案
し

た
、
カ
ル
タ
ゲ
ー
ム
を
用
い
て
子
ど
も
の

興
味
を
引
き
出
す
授
業
例
（
５
年
生
向
け
）

を
紹
介
す
る
。�

http://benesse.jp/berd/center/open/syo/index.shtml
＊『VIEW21』のウェブサイトから音声データをダウンロードできます。ご利用ください�

英語圏の子どもならだれも知っているナーサリー・ライム（イギリスの伝統的な童謡）の
一つ。●の箇所を強調して発音する。_の箇所は韻を踏んでいるため、子どもの耳に馴
染みやすい�

Five little monkeys jumping on the bed.

One fell off and bumped his head.

So mama called the doctor.

And the doctor said.

No more monkeys jumping on the bed.

年
代
ご
と
に
異
な
る�

興
味
・
関
心
に
応
じ
た�

授
業
構
成
を�

�

図１� チャンツの例 「Five little monkeys」�
�
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12 イントロダクション�言葉の練習�

5分�10分�

1point

小川先生が提案する�
「色カルタゲーム」を活用した指導案�
（小学５年生　英語導入期レベル）�
�
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234 色カルタゲーム� やりとりの練習�

10分�20分�

�
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「
横
浜
版
学
習
指
導
要
領
」
を
基
に�

各
学
校
へ
の
き
め
細
か
な
支
援
を
強
化�

地方分権時代の�

横
浜
市�

神
奈
川
県�

■神奈川県横浜市�
人口約３６０万人を抱える政令指定都市。市立小・中・特別支援学校は５０３校、
児童・生徒数は約２７万人に上る。教師の新卒採用数は２００７年度、０８年度
共に約１,０００人。０６年に市の基本構想（長期ビジョン）を３３年ぶりに改訂し、
「市民力と創造力」をキーワードに打ち出した。市全体が目指す都市づくりの
方向性と一体となった教育行政を推し進めている。�
【横浜市教育委員会】�
〒２３１-００１７横浜市中区港町１-１TEL ０４５-６７１-３７３２（授業改善支援課）�
URL http://www.city.yokohama.jp/me/kyoiku/

横
浜
市
は
「
横
浜
版
学
習
指
導
要
領
」
を
策
定
す
る
と
共
に
、
各
学
校
の
授
業
力
を
高
め

る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
拠
点
と
な
る
授
業
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
内
３
か

所
に
開
設
す
る
な
ど
、
政
令
指
定
都
市
へ
の
権
限
委
譲
を
視
野
に
入
れ
、
学
校
現
場
へ
の

き
め
細
か
な
支
援
を
強
化
し
て
い
る
。�

概略�

教育行政�
地方自治体の学校教育への�

新たな取り組み�

横
浜
市
は
「
横
浜
版
学
習
指
導
要
領
」

（
以
下
、
横
浜
版
要
領
）
の
策
定
を
進
め

て
い
る
（
注
）。
既
に
「
総
則
」
と
「
総

則
解
説
」
を
ま
と
め
て
、
市
立
小
・
中
学

校
の
全
教
師
に
配
付
。「
保
護
者
・
市
民

版
」
も
作
成
し
、
学
校
を
通
し
て
保
護
者

全
員
に
も
配
付
し
た
。
２
０
０
８
年
度
中

に
は
、「
教
科
等
編
」
と
し
て
、
小
中
一

貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
下
、『
横
浜
の
時
間
』

と
し
て
再
編
成
す
る
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
や
小
・
中
学
校
９
年
間
の
英
語
教

育
な
ど
の
指
導
内
容
や
指
導
方
法
を
具
体

的
に
示
す
。
更
に
、
09
年
度
に
は
「
指
導

資
料
」
と
「
評
価
ガ
イ
ド
」
を
ま
と
め
る

予
定
だ
。

同
市
の
教
育
に
関
す
る
計
画
は
、
市
の

全
体
計
画
と
連
動
さ
せ
た
「
横
浜
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
」（
10
年
計
画
）、「
横
浜
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
５
年
計
画
）、

「
運
営
方
針
」（
１
年
計
画
）
の
３
層
か
ら

な
る
（
注
）。
横
浜
版
要
領
は
、
こ
の
う

ち
「
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
重
点
政
策
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
図

１
）。
同
市
が
目
指
す
「
市
民
力
・
創
造

力
」
を
兼
ね
備
え
た
「
市
民
」
を
育
成
す

る
た
め
に
、
国
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

内
容
を
す
べ
て
盛
り
込
ん
だ
上
で
、
教
育

課
程
の
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
地
域

に
合
っ
た
基
準
）
を
示
し
て
い
る
。

横
浜
版
要
領
の
策
定
に
向
け
た
委
員
会

に
は
、
市
立
学
校
の
校
長
や
有
識
者
、
民

間
企
業
や
報
道
機
関
関
係
者
ら
が
参
加
し

た
。
当
初
は
「
国
と
市
の
二
重
基
準
に
な

る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
指
摘
が
学
校

現
場
な
ど
か
ら
あ
っ
た
。
し
か
し
、
横
浜

市
教
育
委
員
会
（
以
下
、
市
教
委
）
授
業

改
善
支
援
課
の
服
部
信
雄
課
長
は
、「
学

習
指
導
要
領
と
い
う
名
前
に
イ
ン
パ
ク
ト

各
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
を
支
援
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横
浜
市
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
セ
ン
タ
ー

授
業
改
善
支
援
課
主
任
指
導
主
事

（
０８
年
４
月
か
ら
首
席
指
導
主
事
）

齊
藤
一
弥

Saito
Kazuya

横
浜
市
教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
セ
ン
タ
ー
授
業
改
善
支
援
課
課
長

（
０８
年
４
月
か
ら
横
浜
市
立
元
街
小
学

校
校
長
）

服
部
信
雄

HattoriN
obuo

注　「横浜版学習指導要領」「横浜教育ビジョン」については横浜市教育委員会のウェブサイトをご参照ください
http://www.city.yokohama.jp/me/kyoiku/plan_hoshin/youryou.html（横浜版学習指導要領）
http://www.city.yokohama.jp/me/kyoiku/vision/（横浜教育ビジョン／横浜教育ビジョン推進プログラム）

＊本文中のプロフィールはすべて取材時（2008年3月）のものです
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が
あ
っ
た
た
め
、
今
回
初
め
て
作
成
す
る

よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
実
は

同
じ
よ
う
な
も
の
を
以
前
か
ら
作
成
し
て

い
ま
し
た
」
と
打
ち
明
け
る
。

そ
れ
は
、
51
年
か
ら
作
成
し
て
き
た

「
横
浜
市
教
育
課
程
（
後
の
『
教
育
課
程

編
成
の
指
針
』）」
の
こ
と
だ
。

服
部
課
長
は
、「
横
浜
市
教
育
課
程
は

各
学
校
に
数
部
し
か
配
付
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
教
師

も
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
反
省
も
踏
ま

え
、
今
回
の
横
浜
版
要
領
は
全
教
員
に
配

り
ま
し
た
。
各
学
校
で
は
、
国
の
学
習
指

導
要
領
で
は
な
く
、
横
浜
版
要
領
に
則
り

授
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
決
し

て
二
重
基
準
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
国
の
指

導
要
領
に
横
浜
ら
し
さ
を
加
え
た
上
で
、

市
立
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
準
を
示

す
も
の
で
す
」
と
説
明
す
る
。

横
浜
市
は
人
口
約
３
６
０
万
人
を
抱
え

る
大
都
市
で
あ
り
、
市
立
学
校
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
性
や
特
色
が
色
濃
く
反
映
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
私
立
中
学
校
を
受

験
す
る
児
童
が
学
年
の
３
割
に
も
上
る
小

学
校
も
あ
る
。
各
学
校
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
地
域
の
特
色
や
実
態
、
課
題
に
合
わ

せ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）

し
、
運
営
（
Ｄ
ｏ
）、
評
価
（
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ

ｋ
）、
改
善
（
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
す
る
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
自
主
的
・
自
律
的
に

回
し
て
い
く
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、

最
低
限
共
有
す
べ
き
横
浜
市
の
教
育
理
念

を
理
解
し
た
上
で
、
学
校
独
自
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
反
映
さ
せ
る
作
業
が
必
要
に
な

る
。
横
浜
版
要
領
の
役
割
は
、
こ
う
し
た

学
校
現
場
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ
と

だ
（
図
２
、
P.
39
図
３
）。

小
学
校
で
は
11
年
度
か
ら
、
中
学
校
で

は
12
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領
全
面

実
施
に
向
け
て
、
移
行
期
間
に
「
教
科
等

編
」
や
「
指
導
資
料
」、「
評
価
ガ
イ
ド
」

を
順
次
、
完
成
さ
せ
る
。
各
校
は
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
行
う

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
段
階
的
に
整
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

市
教
委
は
、
横
浜
版
要
領
を
機
能
さ
せ

る
た
め
の
周
知
・
広
報
活
動
や
研
修
に
も

力
を
注
ぐ
。

「
た
だ
配
る
だ
け
で
は
、
毎
日

の
指
導
に
忙
し
い
先
生
方
に
活
用

さ
れ
に
く
い
。
横
浜
版
要
領
を
つ

く
る
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
横
浜
版
要
領
に
基

づ
い
た
授
業
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
の
支
援
に
最
も
力
を
注
い
で
い

ま
す
」（
齊
藤
一
弥
主
任
指
導
主

事
）08

年
度
に
は
全
校
の
校
長
を
は

じ
め
と
す
る
管
理
職
を
対
象
に
、

全
市
や
各
区
で
の
研
修
を
開
催
。

学
校
単
位
で
の
研
修
会
に
指
導
主

事
を
派
遣
し
、
現
場
の
教
師
へ
の

浸
透
を
図
る
。

こ
こ
で
指
導
主
事
の
果
た
す
役

問
わ
れ
る
の
は
指
導
主
事
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
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図１「横浜教育ビジョン推進プログラム」の目標と重点政策（抜粋）

目標１ 子どもの力を高めます

重点政策１ 「横浜版学習指導要領」の策定と推進

・「横浜版学習指導要領」の策定と授業の充実

・小中一貫カリキュラムの導入　など

目標2 学校・教職員の力を高めます

重点政策11 学校マネジメント力の強化

・学校提案型の予算配当制度の創設

・「よこはま学校経営塾」などの実施　など

目標3 学校を開きます

重点政策13 保護者・地域の学校運営への参画推進

・「地域交流活動拠点（地域職員室）」の整備と

「地域コーディネーター」の養成

・「よこはま学援隊」などの拡充

・「学校ファンド」の設立　

目標4 家庭、そして地域の教育力を高めます

重点政策14 教育の原点としての新たな家庭教育環境づくり

・「学校・家庭アグリーメント（仮称）」の推進

・「早寝・早起き・朝食のすすめ」の推進

目標5 教育行政は現場主義に徹します

重点政策15 分権型教育行政組織の再構築

・分権型教育行政組織の再構築

＊「横浜教育ビジョン推進プログラム」の詳細は以下のウェブサイトを参照
http://www.city.yokohama.jp/me/kyoiku/vision/

図２　各学校におけるカリキュラムマネジメントと
教育委員会による支援



割
は
大
き
い
。
そ
の
た
め
、
同
市
の
指
導

主
事
１
０
６
人
が
一
堂
に
会
す
る
「
全
体

指
導
主
事
会
」
を
週
１
回
開
き
、
効
果
的

な
支
援
・
伝
達
方
法
を
探
る
と
共
に
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て
い
く
。

「
横
浜
版
要
領
の
内
容
を
　
み
砕
い
て

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
だ
け
で
は
、
指
導

主
事
と
し
て
の
役
割
は
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
理
念
を
具
体
的
に
授
業
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
を
、
授

業
研
究
や
研
修
の
場
で
身
を
も
っ
て
伝
え

て
ほ
し
い
。
授
業
づ
く
り
講
座
な
ど
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
、
具
体
的
な
授
業
の

イ
メ
ー
ジ
を
教
師
に
伝
え
る
こ
と
こ
そ

が
、
指
導
主
事
の
本
務
な
の
で
す
」（
齊

藤
主
任
指
導
主
事
）

「
教
科
等
編
」
は
、
冊
子
だ
け
で
な
く
、

パ
ソ
コ
ン
等
で
の
編
集
が
可
能
な
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
で
も
配
付
す
る
予
定
だ
。
各
学

校
の
指
導
に
合
わ
せ
て
学
習
指
導
要
領
を

ア
レ
ン
ジ
す
る
と
き
に
、
書
類
等
を
簡
単

に
作
成
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と

が
、
現
場
で
の
作
業
量
軽
減
に
も
つ
な
が

る
。「

横
浜
版
要
領
は
あ
く
ま
で
も
基
本
で

す
。
各
学
校
・
各
教
師
が
工
夫
し
て
授
業

を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
、
服
部
課
長
は
思
い
を

込
め
て
話
す
。

横
浜
版
要
領
の
浸
透
を
図
る
た
め
、
市

教
委
は
保
護
者
を
は
じ
め
市
民
に
直
接
伝

え
て
い
く
場
を
設
け
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
。

「
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
研
修
に
出

向
き
、
横
浜
版
要
領
の
説
明
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
既
に
市
民
か
ら
『
横
浜

版
要
領
を
見
た
い
』
と
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
し
た
。
市
民
に
市
の
教
育
施
策
へ

の
関
心
を
向
け
て
も
ら
え
る
こ
と
は
嬉
し

い
こ
と
で
す
。
現
在
で
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

（
服
部
課
長
）

市
立
学
校
は
５
０
０
校
超
、
教
職
員
は

約
１
万
６
０
０
０
人
と
、
日
本
で
も
最
大

規
模
の
学
校
数
を
抱
え
て
い
る
横
浜
市
で

は
、
現
場
の
教
師
を
よ
り
き
め
細
か
く
支

援
す
る
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
05
年
度
に
横
浜
市
教
育
セ
ン
タ
ー

内
に
「
授
業
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
　
ハ

マ
・
ア
ッ
プ
」
を
開
設
し
た
。「
授
業
づ

く
り
講
座
」「
よ
ろ
ず
相
談
」
な
ど
を
開

く
ほ
か
、
書
籍
・
資
料
を
充
実
さ
せ
て
お

り
、
年
間
延
べ
約
８
０
０
０
人
の
教
師
が

利
用
す
る
。

こ
の
「
ハ
マ
・
ア
ッ
プ
」
の
支
局
を
08

年
度
中
に
市
内
３
か
所
に
開
設
す
る
予
定

だ
。
ま
た
、
行
政
機
能
も
兼
ね
備
え
る

「
学
校
教
育
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を
市
内

４
か
所
に
設
置
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。
い
ず
れ
の
施
設
も
、
政
令
指
定
都
市

へ
の
権
限
委
譲
の
流
れ
を
視
野
に
入
れ
、

現
場
の
よ
り
近
く
で
学
校
を
支
援
し
て
い

く
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

「
市
教
委
が
学
校
に
出
向
き
『
出
前
講

座
』
を
定
期
的
に
開
い
て
い
く
よ
う
な
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
上
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
で
も
セ
ン
タ
ー

開
設
に
動
き
出
せ
る
よ
う
に
、
準
備
を
整

え
て
い
き
ま
す
」（
服
部
課
長
）

横
浜
版
要
領
や
小
中
一
貫
教
育
と
い
っ

た
、
地
方
分
権
を
見
越
し
た
各
種
教
育
施

策
は
、担
当
課
単
独
で
は
実
現
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
市
教
委
各
課
の
横
断
的
な
会
議

を
毎
週
開
き
、
各
課
の
縦
割
り
で
は
な
く

横
の
連
携
を
強
め
て
教
育
行
政
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
ど
の
施
策
に
重
点
的
に

予
算
を
配
分
す
る
の
か
な
ど
、
各
課
の
共

通
理
解
を
深
め
、
そ
の
実
現
を
図
る
た
め

だ
。た

だ
、
大
都
市
と
は
い
え
、
財
政
状
況

が
厳
し
い
の
は
、同
市
も
例
外
で
は
な
い
。

学
校
に
は
財
政
的
な
負
担
を
な
る
べ
く
か

け
な
い
よ
う
に
、
民
間
と
の
協
働
な
ど
の

計
画
を
立
て
、
よ
り
効
率
的
で
コ
ス
ト
の

か
か
ら
な
い
手
法
を
工
夫
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
。

市
議
会
で
の
予
算
案
承
認
に
向
け
て
、

市
議
会
議
員
の
理
解
を
得
る
こ
と
も
欠
か

せ
な
い
。
服
部
課
長
は
、「
市
議
会
議
員

の
方
々
に
は
、
言
葉
で
必
要
性
を
説
明
す

る
だ
け
で
な
く
、
学
校
現
場
の
様
子
を
実

感
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
実
際
に
学
校
に

訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

今
後
は
、
学
校
単
位
だ
け
で
な
く
、
学

校
教
育
セ
ン
タ
ー
や
小
中
一
貫
教
育
推
進

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
、
地
域
単
位
で
の
予
算
配

分
も
検
討
し
て
い
く
。

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
に
伴
い
、
こ
こ

数
年
、
毎
年
約
１
０
０
０
人
も
の
教
師
を

採
用
し
て
い
る
横
浜
市
で
は
、
学
校
現
場

の
若
返
り
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
各
学

校
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
体
制
を
、

い
か
に
整
え
て
い
く
か
。
教
師
の
指
導
力

を
ど
の
よ
う
に
向
上
さ
せ
て
い
く
か
。

「
新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
ま
で
の

急
速
に
進
む

「
教
師
の
若
返
り
」対
策
も
視
野
に

エ
リ
ア
別
の
拠
点
で

よ
り
現
場
の
近
く
で
支
援
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図3　横浜版学習指導要領をはじめとする、各学校への支援施策�

方向・内容の明確化�

「横浜版学習指導要領 総則」
「同 解説」作成・配付�

・資料のデジタル化推進�

「横浜版学習指導要領 教科
等編」「同 指導資料」作成・
配付�

■教育課程研究委員会研究協
議会、横浜教育フェスティバル
の開催�
■「区校長会」「区学校教育推
進会議」等での研修等�

■年次研修、主幹教諭研修、管
理職研修等での発信�

■指導主事による伝達講習、学
校での研修会の充実�

指導内容・方法の共有化�

「横浜版学習指導要領�
指導資料」作成・配付�
「横浜の時間」等指導モデル�

■教育課程研究協議会、横浜教
育フェスティバル開催�

■指導主事要請訪問の充実�

「評価ガイド」の作成・配付�

学校評価への支援�

■「中期学校経営計画（学校版
マニフェスト）」の推進�
■横浜市学校評価ガイドの策定・
配付、活用�

実践研究事例の提供�

■「小中一貫教育実践推進モデ
ル校」設置・支援�

■「学校評価研究推進校」等設置・
支援�

各種情報の提供�

■「教育よこはま」の充実�
■『よこはまカリキュラム情報』�
■「授業力向上の鍵」等資料�

「横浜版学習指導要領�
子ども版」作成・配付�

教師力の育成等�

■ハマ・アップの充実、「授業づく
り講座」等の充実�
■『横浜の時間』リーダー養成講
座等　人材育成研修充実�

■FA、TA（※）等の人事制度充実�

市立学校�
カリキュラムの�

編成・運営・評価・改善�

カリキュラムマネジメント�

□P 全体計画作成�
教科等カリキュラム編成�

　　　 　↓�
□Ｄカリキュラムに基づく�
教育実践�

　　　 　↓�
□Ｃ～□A�
授業評価等に基づく�
カリキュラムの見直し�

�

小中
一貫教育の推進
�

■小中一貫教育推進
ブロック設置�

■人的支援、学校事務等業務の
共同化�

■教育研究日の同日化�
小・中学校研究日を水曜に設定�

■授業研究の共同開催�

�
�
■学校教育センター
における支援体制
の充実�

分権
化構想

�
■「学校をひらく！」
週間等、教育への参
画事業�

「横浜版学習指導要
領 保護者・市民版」�
作成・配付�

家庭
・地域連携

図中の は、各学校に配付する�
横浜版学習指導要領の関連資料�

出典／「横浜版学習指導要領」説明用資料（横浜市教育委員会）�
※ＦＡ…希望指名制度（教職員が能力や経験をアピールし、校長と直接交渉して異動できる制度）�
　ＴＡ…人材公募制度（校長が自らの学校経営方針を明確にし、意欲のある人材を公募する制度）�
�
�

市立学校の�
カリキュラムマネジメントの�
サポートシステム�

地方分権時代の�

教育行政�

市立学校の教育課程の�
充実を図るための教育�
委員会からの支援�
サポートシステム�

３
年
間
の
施
策
が
今
後
を
左
右
す
る
」と
、

市
教
委
は
考
え
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
３
年
間
は
、
こ
れ
ま
で
蓄

積
し
て
き
た
指
導
の
方
向
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ

の
共
有
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
５
年
後
、
10
年
後
を
見
越
し

て
、
ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
退
職
後
も
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
よ
う
な

組
織
力
や
指
導
力
を
高
め
る
こ
と
が
、
今

後
の
教
育
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と
だ
か
ら

で
す
。
学
校
が
元
気
に
な
っ
て
、
良
い
実

践
が
教
室
の
中
に
ど
ん
ど
ん
芽
吹
い
て
い

く
た
め
の
支
援
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
」

（
服
部
課
長
）

横
浜
版
要
領
の
「
総
則
」「
総
則
解
説
」

を
開
く
と
、
図
版
や
イ
ラ
ス
ト
の
多
さ
が

目
立
つ
。
教
職
員
に
配
付
す
る
文
書
と
し

て
は
、
く
だ
け
す
ぎ
の
よ
う
に
も
感
じ
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に

は
若
手
教
師
に
も
抵
抗
感
な
く
使
い
こ
な

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
少
し
息
を
抜
い
て
、
明
日
の

授
業
を
考
え
て
い
く
―
―
。「
ハ
マ
・
ア

ッ
プ
」
が
目
指
す
の
は
、「
若
手
教
師
の

オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
存
在
」（
服
部
課
長
）

で
あ
る
。
横
浜
市
で
は
、
前
例
に
と
ら
わ

れ
な
い
、
常
に
先
を
見
据
え
た
取
り
組
み

を
続
け
て
い
く
。
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VIEW'S  REPORT
���

　
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
２
０
０
６
年
７
月
〜
０７
年
１
月
、

日
本
と
韓
国
に
お
け
る
高
校
生
の
英
語

学
習
の
実
態
を
探
る
「
東
ア
ジ
ア
高
校

英
語
教
育
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
調
査
２
０
０
６
（
以

下
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
調
査
２
０
０
６
）」
を
実

施
し
た
。
読
む
・
聞
く
・
書
く
の
３
技

能
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
測

る
テ
ス
ト
（G

T
E
C
 for ST

U
D
E
N
T
S

）

を
用
い
て
、
両
国
の
高
校
生
（
１
・
２

年
生
）
の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
測
る
と
共
に
、
両
国
の
高
校
英

語
教
育
の
実
態
を
把
握
し
、
成
果
と
課

題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。�

　
そ
こ
か
ら
わ
か
る
特
徴
の
一
つ
は
、

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
差

で
あ
る
（
図
１
）。
３
技
能
の
う
ち
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
（
読
む
）
と
リ
ス
ニ
ン
グ

（
聞
く
）
で
は
、
韓
国
の
高
校
生
が
日

本
の
高
校
生
を
上
回
っ
て
お
り
、
平
均

ス
コ
ア
で
見
る
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
は

52
・
３
点
、
リ
ス
ニ
ン
グ
で
は
23
・
９

点
（
い
ず
れ
も
３
２
０
点
満
点
中
）
も

の
差
が
あ
っ
た
。
特
に
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

が
高
く
、
56
・
１
％
の
生
徒
が
成
績
上

位
層
に
い
る
。�

　
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
英
語
使
用
経

験
の
差
だ
。
図
２
は
学
校
外
の
日
常
生

活
で
英
語
を
使
う
場
面
や
活
動
に
つ
い

て
尋
ね
た
結
果
だ
が
、
韓
国
の
生
徒
の

経
験
率
は
、
日
本
の
生
徒
の
経
験
率
よ

り
約
３０
〜
６０
ポ
イ
ン
ト
高
か
っ
た
。�

　
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
ベ
ネ
ッ

セ
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
０８

年
３
月
、
韓
国
で
の
現
地
調
査
を
実
施

し
た
。
韓
国
の
英
語
教
育
の
最
新
情
報

を
得
る
と
共
に
、
調
査
結
果
の
要
因
を

探
り
、
日
本
の
英
語
教
育
へ
の
導
入
、

応
用
が
可
能
か
ど
う
か
を
考
察
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。
併
せ
て
、
９７
年
よ

り
韓
国
の
小
学
校
で
正
式
導
入
さ
れ
た

英
語
教
育
の
影
響
に
つ
い
て
も
探
っ
た
。�

　
今
回
の
現
地
調
査
で
は
、
小
学
校
１
校
、

高
校
４
校
に
訪
問
し
、
授
業
観
察
お
よ

び
生
徒
・
教
師
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。

加
え
て
、
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
韓
国
教
育
課
程

評
価
院
、
P.�
43
参
照
）
に
行
政
と
し
て

の
施
策
と
今
後
の
展
望
を
聞
い
た
。
調

査
に
は
「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
調
査
２
０
０
６
」

の
調
査
企
画
・
分
析
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

昭
和
女
子
大
の
緑
川
日
出
子
教
授
、
東

京
外
国
語
大
の
長
沼
君
主
講
師
が
あ
た
っ

た
。
以
下
、
小
学
校
を
中
心
と
し
て
、

取
材
の
概
要
、
お
よ
び
韓
国
の
英
語
教

育
の
現
状
を
紹
介
し
た
い
。�

���

　�

��

　
韓
国
の
小
学
校
で
英
語
教
育
が
始
ま
っ

た
の
は
１
９
８
１
年
。
教
育
改
革
の
一

環
と
し
て
４
年
生
以
上
の
児
童
を
対
象

に
特
別
活
動
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

95
年
の
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
加

盟
を
き
っ
か
け
に
、
世
界
化
（
国
際
化
）

政
策
の
一
環
と
し
て
英
語
必
修
化
が
具

体
的
に
検
討
さ
れ
、
９７
年
に
小
学
校
の

３
年
生
か
ら
正
規
の
必
修
科
目
と
し
て

導
入
さ
れ
た
。�

　
現
地
調
査
で
は
、
ソ
ウ
ル
市
の
郊
外

ジ
ー
テ
ッ
ク�

な
お
ゆ
き
�

カ
イ
ス
�

平均スコア（点）� 標準偏差�

（GTEC for STUDENTSの平均スコアと標準偏差）�

リーディング�
〔３２０点満点〕�

日本〔n=３,７００人〕� 韓国〔n=４,０１９人〕�

リスニング�
〔３２０点満点〕�

153.2

163.7

39.7

41.4

205.5

187.6

53.2

49.3

平均スコア（点）� 標準偏差�

英語コミュニケーション能力調査結果�図１�

（出典／Benesse教育研究開発センター『東アジア高校英語教育　GTEC調査2006報告書』）�

韓国では１９９７年より、小学校で英語教育が必修化された。�
それから12年目を迎えて、韓国の英語教育はどのような進歩を遂げているのだろうか。�

日韓高校の英語教育調査の分析データと、その結果を踏まえて実施した�
韓国での現地調査を基に、韓国の小学校英語の実態を探った。�

教育に関するトピックを幅広い視点で取り上げます�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
�

際
立
つ
韓
国
の
高
校
生
�

�

歌
や
ゲ
ー
ム
に
よ
る
�

音
声
言
語
中
心
の
授
業
�

Benesse教育研究開発センター・GTEC調査を踏まえて�
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に
あ
る
公
立
の
ヨ
ン
ジ
初
等
学
校
（
小

学
校
）
を
訪
問
し
た
。
韓
国
の
小
学
校

は
地
域
住
民
の
経
済
状
況
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
に
大
き
な
差
が
見

ら
れ
る
。
同
校
の
あ
る
地
区
は
保
護
者

の
教
育
熱
や
経
済
力
は
高
い
と
は
い
え
ず
、

塾
な
ど
の
民
間
教
育
を
受
け
る
子
ど
も

は
稀
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
同
校
は
ソ

ウ
ル
市
の
教
育
重
点
校
で
あ
り
、
教
師

や
教
育
の
質
は
高
い
。�

　
韓
国
の
英
語
の
授
業
時
数
は
、
３
・

４
年
で
週
１
時
間
（
年
間
各
３４
時
間
）、

５
・
６
年
で
週
２
時
間
（
年
間
各
６８
時
間
）

で
あ
る
。
ヨ
ン
ジ
初
等
学
校
で
は
、
更

に
学
校
裁
量
に
よ
り
各
学
年
プ
ラ
ス
週

１
時
間
、
お
よ
び
２
年
生
で
放
課
後
授

業
を
利
用
し
て
週
１
時
間
の
英
語
教
育

を
実
施
し
て
い
る
。�

　
小
学
校
英
語
教
育
の
目
的
は
、
日
常

生
活
で
使
用
す
る
基
礎
的
な
英
語
を
理

解
し
、
表
現
す
る
能
力
を
育
て
る
こ
と
だ
。

そ
の
た
め
、
授
業
は
歌
や
チ
ャ
ン
ツ
（
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
付
け
ず
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

唱
え
る
詩
や
言
葉
遊
び
）、
ゲ
ー
ム
な
ど

遊
び
を
通
し
た
音
声
言
語

教
育
が
中
心
で
あ
る
。
文

字
に
つ
い
て
は
、
４
年
生

で
基
本
的
な
名
詞
の
読
み
、

５
年
生
で
基
本
単
語
の
読
み
、

書
き
の
練
習
を
行
う
。
６

年
生
に
な
る
と
文
章
を
扱
い
、

４
技
能
を
総
合
的
に
指
導

す
る
。
文
法
は
現
在
形
や

未
来
形
、
不
定
詞
な
ど
、

日
本
の
中
２
レ
ベ
ル
の
事

項
も
扱
う
。�

　
英
語
に
対
す
る
興
味
・

関
心
を
継
続
的
に
持
た
せ

る
こ
と
も
重
要
な
狙
い
の

一
つ
だ
。
韓
国
で
は
、
小

３
〜
高
３
の
１０
年
間
で
一
貫
し
た
英
語

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
備
し
て
い
る
。

小
学
校
英
語
を
導
入
段
階
と
位
置
づ
け
、

中
学
校
、
高
校
に
お
い
て
積
極
的
に
英

語
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
。�

　
評
価
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
数

値
化
す
る
方
法
は
と
ら
ず
、
コ
メ
ン
ト

を
記
述
す
る
。
ヨ
ン
ジ
初
等
学
校
で
は

年
２
回
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
る
が
、

こ
の
結
果
も
通
信
簿
に
は
記
録
さ
れ
な
い
。

あ
く
ま
で
、
個
人
の
伸
び
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
だ
。�

���

　�

��

　
韓
国
で
は
、
81
年
か
ら
実
質
的
に
す

べ
て
の
小
学
校
で
英
語
教
育
を
行
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
９７
年
に
正
式
導
入

さ
れ
た
と
き
も
、
教
師
の
間
に
目
立
っ

た
混
乱
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
研
修
体

制
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
い
。

９６
〜
９７
年
度
に
、
国
の
主
導
で
小
学
校

教
師
を
対
象
と
し
て
１
２
０
時
間
の
研

修
を
実
施
、
優
れ
た
力
量
を
持
っ
た
教

師
に
対
し
て
は
、
更
に
１
２
０
時
間
の
「
深

※�

■日本〔n=３,７００人〕�■韓国〔n=４,０１９人〕�

日韓高校生の国内での英語使用経験�図２�

＊韓国では、「学校外の日常生活で英語を使う場面や活動に関する質問」という形でたずねている。また、日本と韓国で異
なるアンケート項目のため、共通する項目のみ集計した。�
＊日本：「（経験が）ない」「無答不明」以外の％。韓国：「（買ったことがない、したことがない、等）」「無答不明」以外の％。�

（出典／Benesse教育研究開発センター　『東アジア高校英語教育　GTEC調査2006報告書』）�

英語で書かれた�
説明書を読む�

教科書以外の英語の本を、�
自分から進んで読む�

テレビ・ラジオでの�
英語音声ニュースを聞く�

英語で道を尋ねられて答える�

英語で日記を書く�

英語で書かれたインターネットの�
ホームページやブログなどを読む�

英語でハガキやカードを書く�

英語での電子メールやハガキ、�
手紙を受け取って読む�

英字新聞を読む�

英語の天気予報を聞く�

0 20 40 60 80 100（％）�
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27.4
76.1 

27.3

24.5 

22.5

20.9

18.7

17.9 

14.1

8.6
54.1

60.8

58.2 

58.5

79.4

73.8

76.7 

60.6

※「読む」「聞く」「書く」「話す」４技能のこと�

教
師
の
研
修
体
制
と
�

指
導
用
教
材
が
充
実
�

◎ソウル市ヨンジ初等学校は、1988年創立の公立小学校。クラス数は２・６年生が各２
クラス、ほかは各３クラス。教育格差解消のためのソウル教育庁の特色事業「エデュケ
ア」を実施。共働きの家庭の児童のために、放課後や夏・冬休み、隔週土曜日に補
習やレクリエーションなどを行っている�
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化
研
修
」
が
実
施
さ
れ
た
。
０２
〜
０６
年

度
に
は
「
指
導
法
」「
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
と
の
共
同
授
業
」
な
ど
毎

年
８
〜
９
種
類
の
実
習
が
行
わ
れ
た
。

９６
〜
０６
年
度
に
研
修
を
受
け
た
教
師
は
、

ソ
ウ
ル
市
だ
け
で
延
べ
３
万
人
弱
に
な

る
と
い
う
。�

　
小
学
校
教
師
を
養
成
す
る
教
育
大
学

に
お
い
て
も
、
９６
〜
９７
年
に
英
語
教
授

法
を
学
ぶ
「
英
語
深
化
課
程
」
を
設
置
し
、

現
在
で
は
す
べ
て
の
教
師
が
英
語
の
指

導
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
採

用
試
験
で
は
英
語
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
課

さ
れ
て
お
り
、
英
語
を
教
え
ら
れ
な
い

教
師
は
教
壇
に
立
て
な
い
と
言
っ
て
も

言
い
す
ぎ
で
は
な
い
。�

　
も
っ
と
も
ヨ
ン
ジ
初
等
学
校
の
キ
ム
・

ヨ
ン
マ
ン
校
長
に
よ
る
と
、
教
師
の
英

語
力
は
必
ず
し
も
授
業
の
質
を
左
右
す

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
韓
国
で
は
、

小
学
校
の
教
科
書
は
ど
の
教
科
も
国
定

教
科
書
が
用
い
ら
れ
る
が
、
教
科
書
の

内
容
と
連
動
し
た
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
無
償

で
児
童
に
配
付
さ
れ
、
併
せ
て
教
師
用

の
指
導
書
と
指
導
用
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
も
用

意
さ
れ
て
い
る
。
研
修
制
度
の
充
実
を

図
る
と
共
に
、
指
導
用
ソ
フ
ト
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
、
授
業
の
質
を
保
証
し

て
い
る
の
で
あ
る
。�

���

　�

��

　
ヨ
ン
ジ
初
等
学
校
で
は
、
４
年
生
と

５
年
生
の
授
業
を
見
学
し
た
。
同
校
の

授
業
は
教
師
と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

に
よ
る
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
行
わ

れ
る
。�

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
各
市
・
道
の
教
育
委
員
会

や
区
・
学
校
の
予
算
で
招
か
れ
、
住
居

も
用
意
さ
れ
る
。
ヨ
ン
ジ
初
等
学
校
が

属
す
る
北
部
教
育
庁
で
は
約
６０
校
の
う

ち
５
割
強
の
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。�

　
同
校
の
英
語
の
授
業
は
、
英
語
専
用

の
教
室
で
行
う
。
４
年
生
で
は
天
気
を
テ
ー

マ
に
し
た
授
業
を
展
開
し
て
い
た
。
Ａ

Ｌ
Ｔ
が
「D

o you know
 the w

eather 

tom
orrow

?

」
と
問
い
か
け
る
。
児
童

は
黒
板
の
絵
を
見
な
が
ら
「Rainy.

」「W
indy.

」

な
ど
と
答
え
る
。
日
本
で
行
わ
れ
て
い

る
担
任
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
共
同
授
業
に
比

べ
て
も
、
使
用
す
る
英
語
の
量
は
圧
倒

的
に
多
い
。
児
童
も
し
っ
か
り
声
を
出

し
て
お
り
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
り
、

前
に
出
て
発
表
し
た
り
す
る
と
き
も
、

恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
発
話
す
る
。�

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
も
慣
れ
た
も
の
だ
。

教
室
に
は
大
き
な
モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
画
像
と
音

声
を
用
い
て
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
単
語

の
ス
ペ
ル
を
反
復
さ
せ
た
り
し
て
児
童

を
飽
き
さ
せ
な
い
。�

　
必
要
に
応
じ
て
教
科
書
の
問
題
に
も

取
り
組
ま
せ
る
が
、
そ
れ
が
終
わ
り
、

再
び
活
動
に
入
っ
た
り
、
モ
ニ
タ
ー
を

注
視
さ
せ
た
り
す
る
と
き
は
、
そ
の
都

度
教
科
書
を
机
の
中
に
し
ま
わ
せ
、
次

の
活
動
に
集
中
さ
せ
る
。
授
業
の
流
れ

が
ス
ム
ー
ズ
で
、
個
々
の
活
動
の
狙
い

を
教
師
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
し
っ
か
り
と
共
有

し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。�

���

　
今
回
の
現
地
調
査
で
は
、
ヨ
ン
ジ
初

等
学
校
に
続
い
て
４
校
の
高
校
を
訪
問
し
、

教育に関するトピックを幅広い視点で取り上げます�

教
師
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
�

息
の
合
っ
た
授
業
を
展
開
�

小
学
校
英
語
の
必
修
化
で
�

意
欲
の
高
い
生
徒
が
増
加
�

◎韓国の教育の強み
であるＩＣＴを活用し、
子どもの好奇心を刺
激する。学校やクラ
スのホームページも充
実しており、児童・保
護者が授業や行事の
計画のページにアクセ
スできる�

◎授業の最後には、退室する児童一
人ひとりに、その日の授業で学んだ表
現を繰り返させる。授業内容の定着
を確認すると共に、児童自身に授業を
通して身につけてほしい事項を意識さ
せるためだ�
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授
業
や
学
習
の
様
子
、
小
学
校
英
語
の

影
響
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
た
。�

　
韓
国
の
小
学
校
英
語
必
修
化
に
か
か

わ
る
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
あ
る
。
０３
年

度
お
よ
び
０６
年
度
に
実
施
し
た
Ｇ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
調
査
に
お
い
て
、
必
修
化
前
の
０３
年

度
の
高
１
・
２
年
生
と
、
必
修
化
後
の

小
学
校
英
語
経
験
者
で
あ
る
０６
年
度
の

高
１
・
２
年
生
の
ス
コ
ア
を
比
較
し
た

と
こ
ろ
、
０６
年
度
生
の
方
が
、
０３
年
度

生
に
比
べ
て
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
で
４５
・

１
ポ
イ
ン
ト
高
い
結
果
が
出
た
。
こ
の

結
果
が
小
学
校
英
語
の
必
修
化
に
よ
る

も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
、

高
校
取
材
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
。�

　
韓
国
の
高
校
で
の
授
業
は
ほ
と
ん
ど

が
英
語
で
進
め
ら
れ
、
レ
ベ
ル
は
日
本

の
高
校
に
比
べ
て
総
じ
て
高
い
。
英
語

の
使
用
経
験
に
つ
い
て
は
、
英
語
力
向

上
の
た
め
に
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
必
ず
し
も
意
識
的
に
活
用
し
て
い

る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
だ
。
た
だ
し
、

英
語
力
の
高
い
生
徒
は
、
家
族
と
英
語

で
話
し
た
り
、
母
国
に
戻
っ
た
塾
の
英

語
教
師
と
英
語
で
メ
ー
ル
の
や
り
と
り

を
し
た
り
す
る
な
ど
、
生
活
の
中
で
意

図
的
に
英
語
を
勉
強
し
て
い
る
。�

　「
小
学
校
英
語
の
導
入
前
後
で
生
徒
に

変
化
が
あ
る
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し

て
は
、
ど
の
学
校
の
教
師
も
、
英
語
力

自
体
が
高
ま
っ
て
い
る
実
感
は
な
い
と

い
う
。
た
だ
、
教
師
が
口
を
そ
ろ
え
て

指
摘
す
る
の
は
意
識
面
の
変
化
だ
。
必

修
化
後
は
、
積
極
的
に
英
語
を
活
用
し

よ
う
と
す
る
生
徒
が
多
い
と
い
う
。
実
際
、

高
校
の
授
業
を
見
る
と
、
ペ
ア
ワ
ー
ク

や
発
表
な
ど
生
徒
の
発
話
の
機
会
が
多

く
設
け
ら
れ
、
生
徒
は
積
極
的
に
英
語

を
使
っ
て
い
た
。
小
学
校
か
ら
英
語
に

接
し
て
き
た
た
め
、
英
語
を
使
う
こ
と

に
対
す
る
抵
抗
感
が
少
な
く
、
積
極
的

に
自
分
を
表
現
で
き
る
生
徒
が
多
い
よ

う
だ
。�

　
今
回
の
現
地
調
査
で
は
、
近
年
、
特

に
小
学
校
に
お
い
て
韓
国
の
英
語
教
育

が
大
き
く
進
歩
し
て
い
る
様
子
が
見
て

取
れ
た
。
１１
年
度
か
ら
小
学
校
高
学
年

で
外
国
語
活
動
が
必
修
化
さ
れ
る
日
本

で
も
参
考
に
な
る
点
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。�

　
詳
細
な
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
分
析
を
行
い
、
韓
国
に
お
け
る

高
校
生
の
英
語
力
向
上
の
背
景
、
日
本

の
英
語
教
育
へ
の
応
用
な
ど
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

０８
年
秋
以
降
、
報
告
書
と
し
て
ま
と
め

る
予
定
で
あ
る
。�

　KICEはKorea Institute for Curriculum and 

Evaluation の略で、学習・教育素材の開発、

教育カリキュラムの開発、達成度評価などを行う

国家機関である。�

　2006年にはKICEの英語教育政策研究センター

が設立された。このセンターで目下進行中の施策

が、TOEICやTOEFLに代わる韓国独自の「英

語能力認定試験」の開発である。これは、国家

公認の試験で実力を測りたいという学生の声に応

えることがねらいだ。小学生から高校生まですべ

ての課程に対応できる試験として開発を進めており、

リーディング、リスニング、スピーキング、ライティ

ングの４技能すべてを測定するものである。今年

度中にパイロットテストを実施する予定だ。�

　また韓国では、小学校１・２年生での英語教育

の導入を見越した試行的な実践が行われており、

同センターにてその妥当性を検討している。�

KICE（韓国教育課程評価院）�

◎天気のゲームのための教材。韓
国の小学校の教科書には、全学年
とも絵や数字のカードが添付されて
おり、切り取って使えるように工夫さ
れている�

◎教科書のワークに取り組む小
学校５年生の児童。５年生にな
ると基本単語の読み、書きの練
習を行う。写真の児童は、イラ
ストを見ながら、正しいスペルに
なるよう文字を囲んでいるところ�
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新しい学習指導要領の目玉の一つである「理数教育の充実」。今回の特集では「算数的
活動」を中心に取り上げました。いくつかの学校を訪問した際、授業を変えようとする先生方
の働きかけに、一生懸命応えようとする子どもたちの姿が印象的でした。長い人生の「学び
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2008年 1月号�

2007年 4月号�

Benesse教育研究開発センター�
「第１回小学校英語に関する基本調査（教員調査）」より�

Benesse教育研究開発センター「第４回学習指導基本調査」より�

Benesse教育研究開発センターが実施した「第４回学習指
導基本調査」の結果を基に、過去１０年間の学校現場の変
化を踏まえながら、新しい学習指導の在り方を読み解いてい
ます。�

データで読み解く�
新学習指導要領�

2008年 春号�

２０１１年度から施行される新しい学習指導要領の中で、「言
語活動の充実」は各教科・領域等を貫く重要なポイントです。
学校の実践事例や、読解力の教育で注目を浴びるフィンラ
ンドでの取材から、その指導方法のヒントをご紹介します。�

新学習指導要領へのアプローチ第１回�

「言語活動」で広がる学び�

Benesse教育研究開発センターが実施した調査の結果、ま
だまだ多くの課題があることが明らかになった小学校英語。
調査結果と共に、実りある小学校英語活動を実践するため
のヒントを紹介しています。�

みんなで取り組む小学校英語�

2007年 9月号�

学校にクレームを寄せる保護者が増えているといわれていま
すが、本来、子どもを育てることは、学校と保護者の共通の使
命です。両者が協力して子どもを育てることの大切さを改め
て考えます。�

つながる「保護者」と「学校」�

2007年 7月号�

指導力の向上に欠かせない授業研究。ところが最近は、学
校現場の多忙化や世代間ギャップの拡大で、その文化の維
持が難しくなっています。学校全体・教師個人が、着実に力
を積み上げられる授業研究の方法を探ります。�

教師がつながる「授業研究」�

ベネッセ　研究� 検索�で�または�
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